
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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▼合宿の里構想で協議会始動

▼「飛んだー！」～手作り紙ロケット夢高く大空へ
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○第一小で全国へき地教研、算数中心に学ぶ力を公開
○100歳長寿の町内3人に総理大臣の祝い
○「在宅で元気に暮らすために」と介護を話し合い　　ほか

今、生き生きと
○No.49　外国語指導助手　トビー･ウェイミラーさん

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○本物、偽物、中国物
◇新刊図書・ビデオ案内

大雪山の素顔
○冬の楽しみ　NPO法人ねおすコーディネーター大雪山自然学校代表　小林　峻さん
◇俳句

 新 A Word From Another World
○季節は巡り　外国語指導助手　カリン・ストロムさん

くらし・ネットワーク
○11月30日は町税第３期の納期限です
○年末調整説明会を開きます
○固定資産の異動申告をお忘れなく
○除雪業務臨時職員を募集します
○乳幼児等医療費は学校３年生まで助成拡大しています
○新教育委員長に高木氏、委員長職務代理に兼重氏
○見学体験会「一緒に考えよう」のご案内　　ほか

子育てチャンネル
○あの日の自分　こ こ り ん　安井　匠さん

保健だより
○「夜遅く食べると太る」って本当ですか？

おいしい手料理
○「タラちり風レンジ蒸し」　笹寿司料理人　西田　学さん

東川町、東川町交通安全協会、東川・東川西・志比内駐在所

11/16（水）～25（金）
冬の交通安全運動冬の交通安全運動

○夜光反射材で夜も安全

第5回ひがしかわ大写真展
町民一般部門

「冬囲い」
岸本　菜摘さん撮影

　

ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
国
内
合
宿
地
の
メ
ッ
カ
を
目
指
し
て
、
町
は
「
合
宿
の
里
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
構
想
（
仮
称
）
の
本
格
検
討
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
内
ト
ッ
プ
級
選
手
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
地

と
し
て
、フ
ィ
ジ
カ
ル
、メ
ン
タ
ル
両
面
か
ら
の
科
学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
に
必
要
な
各
種
機
材
、

人
材
、
施
設
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
化
の
計
画
策
定
を
進
め
る
予
定
。
今
月
、
町
内
各
種
団
体
が
集

ま
っ
て「
合
宿
の
里
推
進
協
議
会
」
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。

合
宿
の
里
構
想
で
協
議
会
始
動

国
内
ト
ッ
プ
級
の
N
T
C
を
誘
致

合
宿
の
里
構
想
で
協
議
会
始
動

国
内
ト
ッ
プ
級
の
N
T
C
を
誘
致

○凍結路面・事故注意
　冬タイヤ、早めに交換
○交差点の事故多し
　右・左見て～安全確認

○飲酒運転、絶対ダメ！
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指
定
に
向
け
て
、
文
部
科
学
省
、
北

海
道
、
国
内
各
種
競
技
団
体
、
全
日

本
ス
キ
ー
連
盟
、
全
日
本
学
生
ス
キ

ー
連
盟
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
、
北
海
道
ス
キ
―
連
盟
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
各
企
業
な
ど

と
の
連
携
協
力
体
制
も
積
極
的
に
進

め
た
い
考
え
で
す
。

　

本
町
で
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
は
、
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
選
手
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

今
年
は
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
・
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
も

３
週
間
の
夏
季
合
宿
に
訪
れ
ま
し
た
。

忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
の
開

催
定
着
に
伴
っ
て
、
個
人
で
町
内
練

習
を
す
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

メ
ダ
リ
ス
ト
の
新
田
佳
浩
選
手
、
ト

リ
ノ
五
輪
入
賞
の
夏
見
円
、
福
田
修

子
、
竹
内
智
香
３
選
手
ら
国
内
ト
ッ

プ
級
の
選
手
も
こ
の
地
の
練
習
コ
ー

ス
か
ら
育
ち
ま
し
た
。

　

し
か
し
旭
岳
、
天
人
峡
両
温
泉
地

区
の
宿
泊
施
設
で
は
収
容
可
能
数
が

少
な
く
、
本
格
的
な
ワ
ッ
ク
ス
ル
ー

ム
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
完
備
し
て
い
る

施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

温
泉
療
法
最
適
地
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
選
手
の
体
調
管
理
、
運

動
療
法
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
が
で
き

る
施
設
な
ど
も
な
い
こ
と
が
相
ま
っ

て
、
他
所
の
宿
泊
地
に
選
手
が
分
散

合
宿
し
て
し
ま
い
、
せ
っ
か
く
の
宿

泊
施
設
機
能
を
生
か
し
き
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
町
で
は
、
既
に
町
内
に

あ
る
既
存
ス
ポ
ー
ツ
、
宿
泊
施
設
の

海
洋
セ
ン
タ
ー
、
同
プ
ー
ル
、
町
民

運
動
公
園
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
キ

ャ
ン
モ
ア
ス
キ
ー
場
、
貸
し
別
荘
ケ

ビ
ン
、
忠
別
川
河
畔
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
な
ど
を
有
効
に
連
携
さ
せ
る

機
能
再
統
合
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｃ
補
完
施
設

と
な
る
新
た
な
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
コ
ー
ス
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー

コ
ー
ス
、
サ
ッ
カ
ー
施
設
整
備
な
ど

を
検
討
し
た
い
考
え
で
す
。

　

協
議
会
設
立
、
構
想
検
討
ス
タ
ー

ト
に
併
せ
、
Ｎ
Ｔ
Ｃ
強
化
拠
点
施
設

い
で
す
。

　

そ
の
た
め
の
中
心
施
設
は
、
旭
岳

温
泉
地
区
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
（
全
長

７
・
２
㌔
㍍
）
。

　

例
年
11
月
中
旬
か
ら
５
月
ま
で
の

冬
期
間
、
日
本
一
長
く
雪
上
練
習
可

能
な
コ
ー
ス
と
し
て
、
シ
ー
ズ
ン
中
、

小
、
中
学
生
ス
キ
ー
部
選
手
か
ら
、

国
内
大
学
選
手
、
全
日
本
強
化
選
手

級
の
合
宿
練
習
ま
で
、
延
べ
８
千
人

を
越
え
る
選
手
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
ま
す
。

旭
岳
は
荻
原
兄
弟
、
地
元
出
身

の
竹
内
智
香
選
手
を
輩
出

　　

ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル
五
輪
金
メ
ダ
リ

ス
ト
、
荻
原
健
司
選
手
ら
荻
原
兄
弟
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金

　

冬
季
ス
キ
ー
種
目
選
手
の
養
成
、

育
成
に
必
要
な
国
内
ト
ッ
プ
級
拠
点

と
な
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ｎ
Ｔ
Ｃ
）
誘
致
と
、

相
ま
っ
て
機
能
す
る
合
宿
地
の
実
現

が
構
想
の
中
核
で
す
。

　

第
一
に
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
、
メ
ン
タ

ル
両
面
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
選
手
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
、

道
北
地
方
の
中
核
医
療
機
関
で
あ
る

旭
川
医
科
大
学
、
同
病
院
、
北
海
道

教
育
大
学
旭
川
校
な
ど
と
も
連
携
し
、

万
一
の
負
傷
、
治
療
、
運
動
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
科
学
的
運
動
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
充
実
を
目
指
す
こ
と
を
構
想
し
て

い
ま
す
。

　

次
い
で
必
要
と

な
る
の
が
、
合
宿

用
施
設
の
充
実
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
・
文
化
・
企

業
な
ど
各
種
ゼ
ミ

合
宿
を
積
極
的
に

誘
致
し
、
宿
泊
、

飲
食
な
ど
に
よ
る

町
内
経
済
効
果
を

高
め
る
こ
と
も
狙

冬の交通安全運動

　

ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
国
内
合
宿
地
の
メ
ッ
カ
を
目
指
し
て
、
町
は
「
合
宿
の
里
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
構
想
（
仮
称
）
の
本
格
検
討
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
内
ト
ッ
プ
級
選
手
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
地

と
し
て
、フ
ィ
ジ
カ
ル
、メ
ン
タ
ル
両
面
か
ら
の
科
学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
に
必
要
な
各
種
機
材
、

人
材
、
施
設
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
化
の
計
画
策
定
を
進
め
る
予
定
。
今
月
、
町
内
各
種
団
体
が
集

ま
っ
て「
合
宿
の
里
推
進
協
議
会
」
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。

合
宿
の
里
構
想
で
協
議
会
始
動
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構
想
で
協
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動

  
国
内
ト
ッ
プ
級
の
N
T
C
を
誘
致

　

ス
キ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
国
内
合
宿
地
の
メ
ッ
カ
を
目
指
し
て
、
町
は
「
合
宿
の
里
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
構
想
（
仮
称
）
の
本
格
検
討
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
国
内
ト
ッ
プ
級
選
手
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
地

と
し
て
、フ
ィ
ジ
カ
ル
、メ
ン
タ
ル
両
面
か
ら
の
科
学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
に
必
要
な
各
種
機
材
、

人
材
、
施
設
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
化
の
計
画
策
定
を
進
め
る
予
定
。
今
月
、
町
内
各
種
団
体
が
集

ま
っ
て「
合
宿
の
里
推
進
協
議
会
」
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。

▲東京ヴェルディ、トライアスロンセッションチームは、今年から
　本格的な夏期合宿練習に来町しました（今年8月、町ふるさと
　交流センター前）

▼JRスキー部の夏見円、石田正子両選手が道北地方の中
　学、高校生スキー部員にスキー練習をコーチ（昨年6月13
　日、初夏の旭岳温泉クロスカントリースキーコース）

▲
10
月
、役
場
で
開
い
た
準
備
会
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10
月
14
日
、
第
一

小
（
澤
田
安
男
校
長
、

児
童
30
人
）
で
第
60

回
全
国
へ
き
地
教
育

研
究
大
会
北
海
道
大

会
の
公
開
授
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

算
数
を
中
心
に
し

て
、
各
ク
ラ
ス
２
授

業
ず
つ
の
国
語
、
社

会
、
理
科
、
音
楽
、

特
別
支
援
学
級
を
組

み
合
わ
せ
て
授
業
研

究
の
成
果
を
公
開
し

ま
し
た
。

　

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、
大
会
場
の

体
育
館
５
・
６
年
生
の
授
業
は
、
参
観
の
先

生
が
１
０
０
人
以
上
も
詰
め
掛
け
て
満
員
状

態
。
参
観
者
で
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
た
教
室

内
の
授
業
は
場
外
モ
ニ
タ
ー
に
も
ラ
イ
ブ
映

像
で
映
し
出
す
な
ど
工
夫
も
し
ま
し
た
。

　

①
算
数
を
中
心
と
し
た
研
究
授
業
だ
っ
た

こ
と
②
他
の
教
科
を
組
み
合
わ
せ
た
授
業
公

開
だ
っ
た
こ
と
③
数
少
な
い
特
別
支
援
学
級

の
授
業
公
開
も
あ
っ
た
こ
と
―
な
ど
が
人
気

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

算
数
は
子
供
た
ち
の
学
習
理
解
に
と
っ
て

学
校
教
育
で
大
切
な
教
科
な
の
で
、
進
ん
で

学
ぼ
う
と
す
る
指
導
、

理
解
を
深
め
る
た
め
の

工
夫
、
授
業
時
間
の
最

後
に
振
り
返
る
授
業
の

工
夫
の
様
子
な
ど
に
関

心
が
高
か
っ
た
よ
う
で

す
。

　

大
会
は
旭
川
、
富
良

野
、
名
寄
、
士
別
、
東

川
、
美
瑛
、
中
富
良
野

の
上
川
管
内
7
市
町
の

複
式
教
育
９
小
、
中
学

校
を
会
場
に
開
き
、
全

国
か
ら
約
千
１
０
０
人

の
教
員
が
参
観
し
ま
し
た
。

い
で
、
い
ず
れ
も
周
辺
の
自
然
林
に
自
生
し

て
い
る
木
々
の
苗
木
を
選
び
ま
し
た
。

　

東
川
小
、
第
一
小
、
第
二
小
、
第
三
小
か

ら
児
童
75
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
植
え
方
は

「
生
態
的
混
播
（
ぱ
）
」
と
呼
ば
れ
る
混
植
。

約
３
メ
ー
ト
ル
の
同
心
円
状
の
植
樹
範
囲
に
、

1
種
類
ず
つ
10
本
一
組
に
し
た
苗
木
を
植
え

ま
し
た
。

　

９
月
29
日
、
町
内
の
小
学
生
が
忠
別
川
上

流
の
ノ
カ
ナ
ン
、
「
野
鳥
の
森
」
で
植
樹
を

し
ま
し
た
。

　

植
え
た
の
は
、
家
具
材
と
し
て
代
表
的
な

ミ
ズ
ナ
ラ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
、

野
鳥
や
野
生
動
物
の
え
さ
と
な
る
実
の
な
る

木
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
ア
キ
グ
ミ
、
エ
ゾ
ノ
コ

リ
ン
ゴ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
32
種
類
５
０
０

本
。
自
然
の
森
を
再
生
し
よ
う
、
と
い
う
狙

　

町
内
在
住
の
山
崎
ソ
メ
ノ
さ

ん
、
篠
原
靖
昌
さ
ん
、
古
高
キ

ク
エ
さ
ん
３
人
が
そ
ろ
っ
て
１

０
０
歳
を
迎
え
、
と
も
に
野
田

佳
彦
総
理
大
臣
か
ら
長
寿
の
お

祝
い
を
受
け
ま
し
た
。

　

山
崎
さ
ん
、
篠
原
さ
ん
の
お

二
人
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

ひ
だ
ま
り
の
里
に
入
所
し
て
い

ま
す
。
松
岡
市
郎
町
長
が
野
田

総
理
大
臣
か
ら
の
お
祝
い
を
そ

れ
ぞ
れ
に
伝
達
、
町
か
ら
の
お

祝
い
金
も
贈
り
ま
し
た
。
と
も

に
お
元
気
で
「
ど
う
も
あ
り
が

と
う
」
と
よ
ろ
こ
び
の
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

古
高
さ
ん
は
、
現
在
旭

川
市
内
の
病
院
に
入
院
中

の
た
め
、
長
男
勉
さ
ん

（
72
）
が
役
場
を
訪
れ
、

松
岡
市
郎
町
長
か
ら
伝
達

を
受
け
ま
し
た
。

　

勉
さ
ん
は
「
母
は
88
歳

ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
に
通
っ

て
元
気
だ
っ
た
が
、
た
ま

た
ま
『
腰
が
痛
い
』
と
病

院
で
治
療
を
受
け
、
か
え

っ
て
腰
を
悪
く
し
て
し
ま

っ
た
。
病
室
で
は
元
気
で

『
家
に
帰
り
た
い
』
と
話

し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
近

況
を
話
し
ま
し
た
。

１
０
０
歳
長
寿
の
町
内
３
人
に
総
理
大
臣
の
祝
い

１
０
０
歳
長
寿
の
町
内
３
人
に
総
理
大
臣
の
祝
い

「
野
鳥
の
森
を
育
て
よ
う
」│
町
内
小
学
生
が
今
年
も
植
樹

「
野
鳥
の
森
を
育
て
よ
う
」│
町
内
小
学
生
が
今
年
も
植
樹

第一
小
で
全
国
へ
き
地
教
研
、算
数
中
心
に
学
ぶ
力
を
公
開

第一
小
で
全
国
へ
き
地
教
研
、算
数
中
心
に
学
ぶ
力
を
公
開

　

10
月
22
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

「
２
０
１
１
大
雪
地
区
広
域
連
合
介
護
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

東
川
、
美
瑛
、
東
神
楽
３
町
で
国
民
健
康

保
険
な
ど
を
事
務
統
合
し
て
い
る
大
雪
地
区

広
域
連
合
が
主
催
し
ま
し
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ク
オ
リ
テ
ィ
ケ
ア
㈱
の

エ
ー
ミ
ル
・
オ
ス
ト
バ
リ
氏
が
講
演
。
自
立

を
基
本
と
す
る
在
宅
ケ
ア
中
心
の
同
国
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
「
障
害
者
も
高
齢
者

も
自
立
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
在
宅
ケ

ア
が
基
本
。
国
は
歩
け
な
く
な
っ
た
時
は
歩

行
用
補
器
を
用
意
し
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
改
築
も
無
償
で
支
援
し
て
い
る
。
入
院
ケ

ア
に
比
べ
て
コ
ス
ト
も
安
く
、
高
齢
者
が
望

む
生
活
を
続
け
る
こ
と
も
で
き
る
」
な
ど
と

紹
介
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
オ
ス
ト
バ
リ
氏
に
加
え
て
、
３

町
で
介
護
福
祉
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
立
場

か
ら
、
美
瑛
慈
光
会
の
伊
藤
秀
之
部
長
、
東

川
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
村
田
節
子
さ
ん
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
さ
わ
や
か
東
神
楽
館
看
護

師
の
柏
靜
子
さ
ん
、
高
波
澄
子
旭
川
大
学
保

健
学
部
教
授
の
５
人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
山

内
亮
史
旭
川
大
学
学
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
な
っ
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
在
宅
介
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て

「
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
を
大
事
に
す
る
な
ら
、

在
宅
ケ
ア
が
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
に
、
高
齢
者
が
自
ら
決
め
、
サ
ー
ビ
ス
を

選
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
。
在
宅
福

祉
の
人
材
充
実
も
必
要
」
な
ど
と
課
題
を
提

起
し
ま
し
た
。

　

児
童
20
人
の
親
子
と
「
遊
ｉ
ｎ
ｇ
忠
別
」

の
会
員
ら
約
40
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
土
手

の
上
に
樹
高
約
１
・
５
㍍
程
度
に
育
っ
た
苗

木
85
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
70
本
に
加
え
て
、
１
５
０
本
を
越

え
る
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
並
木
が
誕
生
し
ま

し
た
。
春
の
散
策
広
場
に
咲
き
乱
れ
る
満
開

の
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
思
い
浮
か
べ
て
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
１
日
、
忠
別
ダ
ム
湖
畔
の
散
策
広
場

で
、
（
財
）
北
海
道
河
川
財
団
（
札
幌
）
と

忠
別
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
「
遊
ｉ
ｎ
ｇ

忠
別
」
（
鈴
木
健
治
代
表
）
、
近
く
の
第
三

小
学
校
の
親
子
が
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木

植
樹
を
し
ま
し
た
。

　

忠
別
湖
周
辺
を
春
一
番
に
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
が
美
し
く
咲
き
誇
る
場
所
に
し
よ
う
、
と

昨
年
か
ら
３
年
計
画
で
植
樹
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
５
日
、

第
ニ
小
（
工
藤

芳
美
校
長
、
児

童
37
人
）
で
植

松
電
機
（
赤
平
、

植
松
清
社
長
）

の
植
松
努
専
務

を
招
い
て
ロ
ケ

ッ
ト
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
５
、
６
年
生
が

紙
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
に
挑
戦
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
青
空
高
く
完
成
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上

げ
て
子
供
た
ち
の
夢
を
運
び
ま
し
た
。

　

「
夢
の
教
室
」
と
銘
打
っ
て
行
い
ま
し
た
。

植
松
さ
ん
は
少
年
時
代
か
ら
の
夢
だ
っ
た
ロ

ケ
ッ
ト
開
発
の
た
め
、
「
カ
ム
イ
ロ
ケ
ッ
ト
」

の
研
究
開
発
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

「
『
将
来
何
に
な
り
た
い

の
？
』
と
聞
か
れ
た
ら
、
自
分

は
将
来
何
を
や
り
た
い
の
か
を

考
え
よ
う
。
大
好
き
な
こ
と
、

や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
仕
事
に

な
っ
た
ら
、
自
分
の
夢
が
か
な

う
」
と
夢
に
向
か
っ
て
進
む
大

事
さ
を
話
し
ま
し
た
。

　

５
、
６
年
生
12
人
は
、
そ
の
後
植
松
さ
ん

の
指
導
で
紙
ロ
ケ
ッ
ト
（
長
さ
約
25
㌢
㍍
）

を
製
作
。
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
大
空
に
向
か

っ
て
打
ち
上
げ
、
楽
し
い
こ
と
、
大
好
き
な

こ
と
へ
の
挑
戦
と
成
功
を
体
験
。
夢
に
向
か

う
気
持
ち
の
大
切
さ
を
改
め
て
知
っ
た
よ
う

で
す
。
（
く
ら
し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
15
㌻
参

照
）

「
飛
ん
だ
ー
！
」〜
手
作
り
紙
ロ
ケ
ッ
ト
夢
高
く
大
空
へ

「
飛
ん
だ
ー
！
」〜
手
作
り
紙
ロ
ケ
ッ
ト
夢
高
く
大
空
へ

忠
別
ダ
ム
湖
畔
で
今
年
も
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
樹

忠
別
ダ
ム
湖
畔
で
今
年
も
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
樹

「
在
宅
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
」と
介
護
を
話
し
合
い

「
在
宅
で
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
」と
介
護
を
話
し
合
い

町長から100歳のお祝いを受けた山崎さん（左）と篠原さん
（ともにひだまりの里で）
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　 高 校 時 代 は ア メ リ カ ン フ ッ ト ボ ー

ル 、 レ ス リ ン グ 、 野 球 を し て い た そ

う で す 。 大 学 時 代 は カ レ ッ ジ フ ッ ト

ボ ー ル の 選 手 。 今 年 ６ 月 の 「 大 雪 旭

岳 Ｓ Ｅ Ａ 　 Ｔ Ｏ 　 Ｓ Ｕ Ｍ Ｍ Ｉ Ｔ ２ ０

１ １ 」 大 会 に 出 場 し て ト ッ プ ゴ ー ル

し た ほ ど の ス ポ ー ツ マ ン 。 カ ヌ ー 、

サ イ ク リ ン グ 、 ハ イ キ ン グ … と 、 ス

ポ ー ツ な ら 何 で も こ な せ そ う で す 。

　 そ ん な ト ビ ー さ ん で も 、 こ の 家 の

建 設 に は ず い ぶ ん と 体 力 が 必 要 だ っ

た よ う 。 「 ６ カ 月 間 に ７ ㌔ ㌘ 痩 せ た

ね 」 と ハ ー ド な 作 業 の 連 続 だ っ た そ

う で す 。

　 建 設 手 法 は 独 創 的 。 イ ン タ ー ネ ッ

ト の ブ ロ グ を 通 じ て わ ら の 壁 造 作 の

ボ ラ ン テ ィ ア を 募 り ま し た 。 国 内 外

か ら 国 際 色 豊 か な 多 く の 人 が 集 ま っ

た そ う で す 。 深 川 時 代 の 友 人 達 も 応

援 に 来 て く れ ま し た 。

　 居 間 に は ア メ リ カ か ら や っ て き た

グ ラ ン ド ピ ア ノ （ １ ９ １ ８ 年 製 ） 、

ア メ リ カ ン サ イ ズ の 古 い 大 型 ソ フ

ァ ― 。 傷 と 凹 凸 い っ ぱ い の 古 い 梁 材

と と も に 、 紡 い で き た 時 の 流 れ を 取

り 戻 し 、 ど こ か ア ン テ ィ ー ク な 空 間

を 演 出 し て い ま す 。

　 家 の 名 は 「 ス ク ウ ェ ア ー ・ ワ ン

（ Ｓ ｑ ｕ ａ ｒ ｅ 　 Ｏ ｎ ｅ ） 」 。 「 ど

こ に 行 っ て い て も 、 い つ も 戻 る 場 所 。

リ フ レ ッ シ ュ す る 場 所 は こ こ 、 と い

う 願 い を 込 め た ね 」 。

　 取 り 壊 す 、 と 聞 い た 深 川 市 内 の 知

人 の 農 家 か ら 、 古 い 納 屋 の 梁 （ は り ）

材 を 移 設 し て 再 利 用 。 近 く の 青 木 農

場 か ら 分 け て も ら っ た 稲 わ ら 55 ロ ー

ル （ 約 １ ・ １ ト ン ） を 厚 さ 約 40 ㌢ ㍍

の 壁 芯 材 に し ま し た 。 そ の 内 外 に ３

層 ず つ 土 を 塗 り 固 め 、 厚 さ 50 ㌢ ㍍ を

越 え る わ ら の 壁 を 造 っ た の で す 。

　 外 壁 は 高 知 の 土 佐 漆 喰 （ し っ く い ）

で 塗 り 上 げ た 本 格 的 な 土 壁 住 宅 。 昔

な が ら の 天 然 素 材 の 家 は 、 適 度 な 湿

気 と 気 持 ち 良 い 空 気 が 家 中 に 満 ち て

い ま す 。

　 「 サ ス テ ー ナ ブ ル な 住 宅 （ 環 境 に

や さ し い 家 ） を 造 り た い 」 。 か ね て

か ら 環 境 問 題 に 関 心 が 高 く 、 シ ア ト

ル 時 代 の 同 僚 が 借 し て く れ た ス ト ロ

ー ベ イ ル ハ ウ ス （ わ ら の 家 ） の 本 が

き っ か け と な っ た そ う で す 。 「 日 本

だ か ら 稲 わ ら を 利 用 で き る 。 旭 岳 を

望 む こ の 環 境 に 建 て た い 」 と ― 。

◇

今 、 生 き 生 き と

　 旭 岳 の 雪 の 魅 力 に ほ

れ 込 ん で 町 内 に 自 宅 を

建 て て し ま っ た ト ビ ー

さ ん 、 そ の 家 は 地 元 の

材 料 を で き る だ け 使 っ

た 環 境 に や さ し い わ ら

の 家 で し た 。 冬 期 間 ス

キ ー を 楽 し み 、 そ し て

見 つ け た 最 高 の 雪 と 最

高 の 場 所 。 そ の 山 を 毎

日 見 る こ と が 出 来 る 大

き な 南 窓 は 、 今 最 高 の

お 気 に 入 り の 居 場 所 の

よ う で す 。

4949 外 国 語 指 導 助 手 　 ト ビ ー ･ ウ ェ イ ミ ラ ー さ ん

ア
メ
リ
カ
か
ら
持
っ
て
来
た
年
代
も
の
の

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
＝

19
18
（
大
正

7）
年
ガ

ル
ブ
ラ
ン
セ
ン
社（
シ
カ
ゴ
）製

山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
も
大
好
き（
友
人（
右
）と
芦
別
岳
登
山
＝

10
月

8日
）

2年
が
か
り
で
建
て
た
自
宅
の
建
築
過

程
を
本
に
し
ま
し
た

「
Sq

ue
re

 O
ne
」と
名
づ
け
た
自
宅
外
観（

1ト
ン
以
上
も
の

稲
わ
ら
を
壁
材
に
使
っ
て
い
ま
す
）

「Sea To Summit 」 で （ バ イ ク 種 目 ＝ ６ 月 19 日 、

旭 岳 温 泉 に 向 か う 道 道 ）

To
by

 W
ey

m
ille

r =
ト
ビ
ー
・ウ
ェ
イ
ミ
ラ
ー
さ
ん
／

26
区

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
フ
ェ
デ
ラ
ル
ウ
ェ
イ
市
出
身
、 4

2歳
。リ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
卒（
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
）。
卒
業
後
、青
森
県
八
戸
市
内
の
英
会
話
ス
ク
ー
ル
で
社
会
人
ス
タ
ー
ト
。弘

前
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
講
師
、（
財
）自
治
体
国
際
化
協
会（
東
京
）の

JE
Tプ
ロ
グ
ラ
ム
で

A
LT（
外
国
語
指
導
助
手
）と
し
て
深
川
市
内
の
小
、中
学
校
に
勤
務
。米
国
内

に
帰
国
後
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ガ
イ
ド
、日
本
人
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
、ス
キ
ー
ヤ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
、カ
ー
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
会
社（
シ
ア
ト
ル
市
内
）な
ど
を
経
て
再
来
日
。現

在
当
麻
町
教
育
委
員
会

A
LT
。 2

00
7（
平
成

19
）年
、米
国
コ
ロ
ラ
ド
州
で「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ハ
ウ
ス
デ
ザ
イ
ン
＆
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ（
自
然
を
活
か
し
た
家
の
デ
ザ
イ
ン
と
建
築
）」
の
研
修

を
受
け
証
明
書
を
取
得
。 2
年
前
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
に
自
宅
建
設
。妻
麻
衣
子
さ
ん
。 2

00
1年
、「

9・
11
事
件
」（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）直
後
の

10
月
末
、当
時
職
員
だ
っ
た
セ
イ
フ
コ
球
場

（
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
在
籍
し
て
い
る
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
、シ
ア
ト
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
本
拠
地
）で
、麻
衣
子
さ
ん
が
研
修
で
訪
れ
た
時
に
知
り
合
っ
た
そ
う
で
す
。

当 麻 小 で （ 外 国 語 の 時 間 ）

7
6

Hi
ga

sh
ik

aw
a 

 2
01

1 
 N

ov
em

be
r

H
ig

as
hi

ka
w

a 
 2

01
1 

 N
ov

em
be

r



俳　

句

　

10
月
に
国
際
写
真
文
化
交
流
の
た
め
中
国
・

北
京
へ
行
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
北
京
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
か
関
心
が
あ
っ
た
。

　

一
般
電
話
の
普
及
を
飛
び
越
し
、
一
気
に
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
普
及
へ
と
発
展
を
遂
げ
て

い
る
国
。
訪
問
し
た
時
は
中
国
の
国
慶
節
に
当

た
り
、
1
週
間
の
休
日
も
あ
っ
て
賑
わ
っ
て
い

た
。
車
は
日
本
や
ド
イ
ツ
製
の
普
通
車
が
多
く
、

軽
自
動
車
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
見
栄

を
張
っ
て
い
る
と
い
う
。
い
つ
も
警
笛
の
音
が

耳
を
つ
く
。
中
心
部
を
見
て
い
て
も
本
当
の
中

国
の
姿
（
本
物
）
は
見
え
な
い
ら
し
い
。　
　

　

中
国
人
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
免
税
店
へ
行

っ
た
。
1
階
が
博
物
館
、
地
下
が
お
土
産
品
店

と
な
っ
て
い
る
。
初
め
に
名
札
を
付
け
た
職
員

（
学
芸
員
か
も
し
れ
な
い
）
が
、
流
れ
る
よ
う

な
日
本
語
で
水
晶
彫
刻
や
絵
画
な
ど
の
作
品
に

つ
い
て
説
明
し
て
く
れ
る
。
感
心
し
て
聞
き
入

っ
て
い
た
ら
、
別
室
に
案
内
さ
れ
、
中
国
の
伝

統
作
品
７
〜
８
点
を
収
蔵
し
て
い
る
棚
が
並
ん

で
い
る
前
へ
行
き
、
作
品
（
商
品
）
が
説
明
紹

介
さ
れ
る
。
最
後
に
「
皆
さ
ん
、
こ
の
作
品
は

い
く
ら
ぐ
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
聞
く
。

　

「
高
い
だ
ろ
う
。
一
千
万
円
、
い
や
３
０
０

万
円
…
」
な
ど
と
声
が
漏
れ
る
。
す
る
と
職
員

か
ら
「
今
回
、
ご
関
心
が
あ
れ
ば
特
別
に
88
万

円
で
お
分
け
し
ま
す
。
お
金
は
作
品
が
届
い
て

か
ら
で
結
構
。
こ
の
収
蔵
棚
だ
け
で
も
日
本
で

は
十
数
万
円
は
す
る
も
の
で
す
」
と
説
明
が
続

く
。

　

確
か
に
素
晴
ら
し
い
が
…
、
猫
に
小
判
で
あ

っ
た
。
日
本
で
は
、
博
物
館
で
説
明
し
て
い
る

職
員
が
特
別
展
示
品
を
販
売
す
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。

　

地
下
に
あ
る
お
土
産
品
の
店
は
免
税
店
だ
と

い
う
。
10
人
近
く
の
職
員
が
日
本
語
で
話
し
か

け
て
く
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
商
品
の
価
格
が

段
々
と
下
が
っ
て
く
る
。
半
額
、
3
分
の
1
、

と
…
。
一
体
適
正
な
価
格
は
い
く
ら
な
の
か
？

　

偽
物
で
は
？
と
疑
問
が
わ
く
。

　

中
国
の
観
光
地
の
お
土
産
品
店
に
限
っ
て
の

こ
と
だ
と
は
思
う
が
、
商
品
は
本
物
で
も
偽
物

で
も
な
く
、
中
国
物
だ
と
思
う
。
中
国
物
を
買

う
時
に
は
、
自
分
自
身
が
納
得
す
る
価
格
を
付

け
、
そ
の
価
格
で
買
う
の
が
一
番
で
あ
る
。
小

職
は
ネ
ク
タ
イ
を
忘
れ
て
き
た
の
で
２
４
０
元

（
３
千
円
程
度
）
の
価
格
の
も
の
を
１
本
購
入

し
た
。
締
め
た
後
、
首
の
回
り
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ

が
赤
く
な
っ
て
い
る
。
ネ
ク
タ
イ
の
上
に
塗
布

し
て
い
た
光
沢
の
あ
る
色
素
が
取
れ
は
じ
め
た

の
だ
。

　

世
界
が
注
目
す
る
中
国
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
な
方
向
に
進
ん
で
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

今
後
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
国
際
交
流
は

本
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

本
物
、偽
物
、中
国
物

俳　

句

　ハーバード大学に通う19歳のマークは、
親友のエドワルドとともに学内の友人を増
やすためのソーシャル・ネットワークサー
ビスを開発する。そのサービスは瞬く間に
他校でも評判となり、社会現象を巻き起
こすほど巨大サイトへと急成長を遂げる
が…。実在のＳＮＳサイトFacebookを創
設したマーク・ザッカーバーグらの半生を
描く。（120分）

　ウィルソン一家は、夏の休暇を過ごすた
めに、大きなホテルにやってきました。とこ
ろが、残念なことに客室は満室だったので
す。けれども従業員も知らない素敵な部
屋をウィルソン一家は見つけました。なん
と、そこはエレベーターの中。エレベータ
ーに寝泊りすることになったウィルソン一
家は、ドアが開くたびにさまざまな人と出
会います。

　ミャンマーのビルマ難民を研究していた
大学院生の女性の腕に、ある日突然赤い
しこりができた。その後、高熱と痛みのた
めに動けなくなってしまう。どこの病院で
も原因が分からず、自らが「難民」となっ
て日本社会をサバイブする羽目に。病気と
闘ううちに、本当の闘いが病気よりも社会
の中に潜んでいたことに気づく。知性とユ
ーモアがほとばしる命がけエッセイ。

ソ
ー
シャル・ネット
ワ
ー
ク

（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ワ
ー
ナ
ー
・
ホ
ー
ム
・
ビ
デ
オ

困ってる
ひ
と（
一
般
書
）

著
／
大
野
更
紗　
刊
／
ポ
プ
ラ
社

エレベー
タ
ー・ファミ
リ
ー

（
児
童
書
）

著
／
ダ
グ
ラ
ス
・
エ
バ
ン
ス　
刊
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストを
　お受けしています
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俳　

句

冬の楽しみ
冬が近づいてきました。
　雪虫があちこちで飛び始めるようになると、上川盆地を
吹き抜ける風の冷たさが増してきます。湿度の高い雪が降
り始めるのも、もう時機でしょう。溶けた
り降ったりを繰り返すうちに、落ち葉はだ
んだんと地面に張り付き、土になる準備を
しているかのようです。彩りが少なくなり、
だんだんとモノトーンの世界が近づいてい
るのですね。雪がなく、冷たい風が吹く今
時期が、一番体が寒く感じる季節かもしれ
ません。
　だけど寒さをしっかりと受け止めて活動を続ける生き物
たちもいるのです。寒さの厳しい旭岳温泉の周りにも、キ
トウシ山の森にも冬を生きる命を見つけることができます。
まず目につくのは小鳥たちでしょうか。その声から存在を
知ることが多い小鳥ですが、葉の落ちた森では簡単に姿を
見つけることができるでしょう。

名
刀
の
切
っ
先
の
ご
と
初
秋
刀
魚

山
行
の
歩
み
を
止
め
る
草
紅
葉

身
に
泌
む
や
回
転
ド
ア
の
空
回
り

バ
ス
を
待
つ
凌
ぐ
雨
風
し
む
身
な
り

身
に
泌
む
や
車
窓
を
過
ぎ
る
家
灯
り

鎧
戸
の
褐
色
に
燃
ゆ
秋
の
宿

秋
深
し
ミ
レ
ー
の
晩
鐘
重
ね
お
り

足
を
止
め
息
と
め
コ
オ
ロ
ギ
鳴
く
を
待
つ

青
々
と
澄
み
た
る
湖
面
雁
渡
る

秋
来
た
る
ふ
と
る
覚
悟
の
メ
ニ
ュ
ー
か
な

よ
ろ
こ
び
の
振
り
袖
に
咲
く
菊
の
花

身
に
泌
む
や
鈴
も
ひ
と
り
の
般
若
経

身
に
し
む
は
空
の
高
さ
と
風
の
い
ろ

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
露　
葉

青　
野　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

　シジュウカラ、ハシブトガラ、ゴジュウカラ、エナガ
といった小鳥たちは、冬の間「混群」と呼ばれる集団を
作っています。種を超えて大きな群れを作ることで、外
敵から身を守っているのです。コツコツ木をつつくキツ
ツキたちも冬の森では目にします。小鳥もキツツキも1年
を通して森に住む森の常連です。
　旭岳温泉の周辺では、雪の上を動き回る動物たちを見
つけることができるでしょう。木から木へと続く小さな
足跡を見つけたなら、それはきっとネズミです。ネズミ
の足跡を追うようにオコジョやエゾクロテンの足あとが
続いているかもしれません。
　時には重なり、時には交差する足あとを見ながら、動

物がどんな動きをしたかを想像するのはな
かなか面白いものですよ。夏の間、動物の
動きはほとんど分かりませんから、冬だけ
の楽しみですね。
　寒さは私たち人間にとっても大敵ですか
ら、なかなか外に出かける気力が湧きませ
んよね。でもきちんと防寒着を着込めば、
意外に普通に歩けるものです。冬だからこ

そ出合える生き物たち、冬だからこその風景を探しに、
冬の森に出かけてみませんか。何もないと思っていた場
所で、意外な発見があるかもしれませんよ。

ＮＰＯ法人ねおすコーディネーター　　　　　　　
大雪山自然学校代表　小　林　　峻

大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句

エ
ゾ
ク
ロ
テ
ン
の
体
が
雪
に
埋
ま
っ
た
跡

（
昨
年
12
月
、
旭
岳
温
泉
自
然
探
勝
路
で
）
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ん
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A word from another world新

Seasons Change
Karin Strom

Once clothed in golden robes, the naked rice fields now don wispy columns of smoke. Seasons change. Once homog-
enously green, the leaves now display a myriad of vibrant autumn colors. Seasons change. I once wore the nervous 
smile of an outsider, now I wear the sincere smile of a member. Seasons change. 
The changing seasons evoke a feeling of nostalgia in me. The cool winds sweep my mind to fond memories of home. 
In November, Americans celebrate Thanksgiving. My relatives travel hundreds of miles to come to our home. 
Usually 25 to 30 people fill our house on this special day! It is a time for us to share a delicious turkey feast and 
celebrate our thankfulness for each other. My family has a tradition where all the grandchildren have a competition 
of making candy houses. We stick graham crackers onto the sides of milk cartons using frosting as glue. Then we 
decorate the houses with candy. It is very fun.
Seasons change. I am excited to see what this season brings! I am interested in learning about the seasonal 
traditions in Hokkaido. So please feel free to share your traditions with me.

季節は巡り
カリン　ストロム

　黄金色の衣装を身にまとっていた稲田が、今はそれも脱ぎ捨てて、かすかな煙
をたなびかせています。季節が変わりました。緑一色だった木々の葉も、今では無
数の鮮やかな秋色に染まっています。季節は巡る。私もよそ者のこわばった笑顔
から、地域住民の仲間として今は心からの笑顔でいます。
　季節の変わり目は、郷愁の念を呼び起こします。涼しい風にのって私の心は懐
かしい思い出へと吹き寄せられます。11月には、アメリカでは感謝祭があります。
この日は親戚が何百マイルもの距離をわが家目指してやってきます。そしてたい
てい25人から30人もの人で家はいっぱいになります。おいしい七面鳥を食べ、お
互いに対する感謝の気持ちを表します。わが家には、孫が全員参加するお菓子の家作りの年中行事があります。まず、アイシン
グ（砂糖ごろも）をのり代わりにして牛乳パックにグラハムクラッカーを貼り付けます。そしてそれをキャンディー（※）で飾りま
す。とっても楽しいです。
　今年の秋はどんなことがあるのか楽しみです。北海道の季節ごとの伝統を学ぶことに興味があります。ぜひみなさんの伝統
を私と分かち合ってください。（訳：宮地晶子）

　

こ
の
夏
、
久
し
ぶ
り
に
里
帰

り
し
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
で
乾
杯
。

す
る
と
機
嫌
の
よ
く
な
っ
た
母

（
73
歳
）
が
突
然
流
ち
ょ
う
に

英
語
の
ス
ピ
ー
チ
を
始
め
ま
し

た
。
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
っ
て
す

ご
い
！
」
と
孫
も
仰
天
。
聞
け

ば
、
女
子
高
生
の
と
き
英
語
暗

唱
大
会
で
優
勝
し
た
と
か
。
知

ら
な
か
っ
た
。

　

母
の
影
響
を
受
け
て
英
語
が

好
き
に
な
っ
た
の
か
、
と
思
い

当
た
る
こ
と
が
な
く
も
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
母
の
こ
の
経

験
が
私
の
英
語
の
ル
ー
ツ
と
い

う
こ
と
。
折
し
も
秋
の
東
中
祭

（
中
学
の
学
校
祭
）
で
英
語
暗

唱
大
会
は
何
を
や
ろ
う
か
、
と

悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
一

度
の
暗
唱
大
会
が
い
つ
ま
で
も

心
の
中
に
大
事
な
思
い
出
と
し

て
残
っ
て
い
る
こ
と
に
、
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

　

た
か
が
暗
唱
、
さ
れ
ど
暗
唱
。

い
い
も
の
を
目
指
し
て
、
何
度

も
発
音
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
直
す
。
そ
う
し
て
迎
え
た
東

中
祭
。
発
表
は
一
瞬
で
終
わ
る

け
れ
ど
、
生
徒
の
中
に
何
か
を

残
し
た
い
、
と
い
う
思
い
を
込

め
ま
す
。
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、

発
表
が
無
事
に
終
わ
る
と
ほ
っ

と
し
ま
す
。

　

東
中
祭
と
い
え
ば
、
卒
業
生

も
た
く
さ
ん
見
に
き
ま
す
。
声

を
か
け
て
く
れ
る
の
が
何
よ
り

う
れ
し
い
。
み
ん
な
高
校
の
授

業
の
様
子
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

中
学
校
で
受
け
た
少
人
数
授
業

の
恩
恵
を
受
け
て
、
滑
り
出
し

は
上
々
、
と
い
う
子
供
が
多
い

の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
ま

た
、
「
英
検
受
け
た
よ
」
「
留

学
し
た
い
。
ど
ん
な
勉
強
を
し

た
ら
い
い
？
」
な
ど
の
報
告
や

相
談
が
年
々
増
え
て
い
る
の
も

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
私
に
で

き
る
こ
と
は
さ
さ
や
か
で
す
が
、

少
し
ず
つ
英
語
の
種
を
ま
い
て
、

そ
れ
が
芽
を
出
し
つ
つ
あ
る
の

を
感
じ
ま
す
。

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第80回

英語の種

A word from another world
　今月から3回ずつ交代で外国語指導助手（ALT）のカリン・ストロムさん、ステーシー・フジカワさん2人の英
語コラムコーナーが始まりました。初回、カリンさんの話題は、感謝祭の習慣について。とても楽しそうな光景が
思い浮かびます。

　今月から3回ずつ交代で外国語指導助手（ALT）のカリン・ストロムさん、ステーシー・フジカワさん2人の英
語コラムコーナーが始まりました。初回、カリンさんの話題は、感謝祭の習慣について。とても楽しそうな光景が
思い浮かびます。

【ちょっと豆知識】宮地晶子
　文中、「キャンディー」という言葉が出
てきます。日本ではドロップのように固
い飴を思い浮かべますが、英語圏の人に
とっては、チョコ、グミ、風船ガム、ロリ
ポップ（棒付きの飴）などもキャンディー
です。カリンさんの家族がキャンディー
ハウスを作っている写真を見ましたが、
飾りに使う飴やグミがカラフルで、とっ
ても楽しそうです。
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くらし
・

ネットワーク
東川町役場　　　　
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

滞納金発生の目安

1万円
2万円
3万円
4万円
5万円

10万円

おおむね

　  〃
　  〃
　  〃
　  〃
　  〃

271日
146日
104日

84日
71日
46日

滞納額
延滞金発生
までの日数

　

本
来
納
め
る
べ
き
額
に
、
納
期
限
の

翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に
応

じ
て
年
14
・
６
％
（
た
だ
し
納
期
限
の

翌
日
か
ら
１
カ
月
を
過
ぎ
る
日
ま
で
は

「
年
７
・
３
％
」
と
「
前
年
の
11
月
30

日
に
お
け
る
日
本
銀
行
法
に
規
定
す
る

商
業
手
形
の
割
引
率
に
４
％
を
加
え
た

割
合
」
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
割
合
を

使
用
し
ま
す
。
１
０
０
円
未
満
の
端
数

を
切
り
捨
て
千
円
か
ら
徴
収
い
た
し
ま

す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

納
税
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
る
ほ

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意

願
い
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
、
納
期
限
ま

で
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

必
ず
納
付
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
納

税
猶
予
、
分
割
納
付
や
、
事
情
に
よ
っ

て
は
減
免
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

延
滞
金
の
発
生
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

延
滞
金
は
、
税
（
料
）
金
が
納
期
限

後
に
納
付
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
納
期
限

の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日

数
に
応
じ
て
、
一
定
割
合
で
徴
収
さ
れ

ま
す
。
納
期
限
内
に
納
付
し
た
方
と
の

実
質
的
な
負
担
の
公
平
と
、
納
期
内
納

付
の
促
進
を
図
る
た
め
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
を
済
ま
さ
れ
る

か
、
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
町
税
を
納

期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
必
ず
納
付
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

延
滞
金
の
算
定
方
法

 

税
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
収
納
室
☎
（
内
線

１
２
１
〜
１
２
４
）

11
月
30
日
は
町
税
第
３
期
の
納
期
限

で
す

　

町
税
（
町
道
民
税
、
固
定
資
産
税
）

の
第
３
期
分
の
納
期
限
は
11
月
30
日

（
水
）
で
す
。
口
座
振
り
替
え
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ

れ
た
預
貯
金
口
座
の
残
高
を
確
認
い
た

だ
き
、
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

町
税
は
、
町
の
根
幹
と
な
る
大
切
な

自
主
財
源
で
す
。
税
金
の
公
平
な
負
担

と
貴
重
な
自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
納

期
限
内
の
納
付
を
忘
れ
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
付
が
遅
れ
る
と
督
促
状
が
送
付
さ

れ
、
延
滞
金
が
掛
か
る
場
合
も
あ
り
、

滞
納
が
続
く
と
財
産
調
査
や
滞
納
処
分

（
給
料
、
銀
行
預
金
な
ど
の
差
押
さ
え
、

不
動
産
、
動
産
の
公
売
な
ど
）
を
実
施

か
、
納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る

金
融
機
関
は
、
下
記
の
町
指
定
の
金
融

機
関
で
す
（
一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い

支
店
も
あ
り
ま
す
）
。

　

○
東
川
町
農
業
協
同
組
合
（
指
定
金

融
機
関
）
○
北
央
信
用
組
合
○
北
海
道

銀
行
（
指
定
代
理
金
融
機
関
）
○
北
陸

銀
行
○
北
洋
銀
行
（
収
納
代
理
金
融
機

関
）
○
道
内
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
及
び
郵

便
局

年
末
調
整
説
明
会
を
開
き
ま
す

　

年
末
調
整
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
給

与
支
払
い
者
（
事
業
主
等
）
を
対
象
に
、

年
末
調
整
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

　

年
末
調
整
の
仕
方
、
源
泉
徴
収
票
な

ど
法
定
調
書
の
書
き
方
、
各
種
控
除
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
必
要
な
諸
用
紙
の
交
付
も

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
席
く
だ
さ
い
。

　

年
末
調
整
と
は
給
与
の
支
払
者
が
支

11月の行事

　
（前月比－
（前月比－
（前月比－
（前月比－

　
7,894人
3,761人
4,133人
3,343戸

3人
4人

14人
22人

　
9人）
6人）
3人）
2戸）

人口・世帯数　9月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

第21回少年剣道東川大会（前９時、Ｂ＆Ｇ東川海洋
センター）

共生サロンここりんオープン１周年記念「ここりん地域
福祉フォーラム2011」（後１時、こころりんく東川）
第35回社会福祉大会（前９時、農村環境改善セン
ター）

第5回町議会臨時会（前9時半、議場）
第41回東川町母と女性教職員のつどい（後6時20分、
農村環境改善センター）

第6回町議会臨時会（前9時半、議場）

3日㈭

5日㈯

6日㈰

11日㈮
25日㈮

28日㈪

人のうごき　9月16日～10月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　

69歳
98歳
91歳
88歳

　
歳

　
行政区
西町3丁目
北町3丁目
北町2丁目
17区西町

届出人
糸川　裕子
清水　克則
宮城　アヤ子
千葉　君枝

おくやみ
亡き人
糸川　義寛
清水　ハナヨ
宮城　豊作
千葉　由夫

　
父

真

　
母

絵未

　
行政区

南町2丁目

お 誕 生
生まれた子

庄田　愛未
しょうだ　  あいみ

払
っ
た
従
業
員
等
の
源
泉
徴
収
税
額
を

精
算
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

日
時　

11
月
22
日
（
火
）
午
後
２
時
か

　

ら
（
午
後
１
時
半
受
け
付
け
）

場
所　

役
場
大
会
議
室
（
３
階
）

固
定
資
産
の
異
動
申
告
を
お
忘
れ
な

く　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
所
有
状
況
に
つ
い
て
異
動

が
あ
っ
た
時
は
、
申
告
や
届
け
出
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
中
に
家
屋
の
新
築
、
増
築
、

取
り
壊
し
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
、

正
し
く
公
平
な
課
税
を
す
る
た
め
次
の

と
お
り
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
家
屋
の
異
動
申
告
〕

対
象
と
な
る
家
屋　

今
年
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
に
完
成
、
増
・
改

築
、
取
り
壊
し
（
予
定
）
の
家
屋

（
役
場
に
建
築
確
認
申
請
等
提
出
済

　今月から3回ずつ交代で外国語指導助手（ALT）のカリン・ストロムさん、ステーシー・フジカワさん2人の英
語コラムコーナーが始まりました。初回、カリンさんの話題は、感謝祭の習慣について。とても楽しそうな光景が
思い浮かびます。

　
行政区　
5北区
西町2丁目
2西区

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
中田　浩康　　　加藤　桂子
藤田　伸二　　　遠藤　真祈子
小川　尚久　　　岩田　英恵
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

員 に ご 登 録 の う え お 申 し 込 み く だ

さ い 。

　 町 で は 臨 時 職 員 を 希 望 さ れ る 方

を 対 象 に 、 定 数 外 職 員 登 録 制 度 で

登 録 を お 願 い し て い ま す 。 所 定 の

用 紙 （ 定 数 外 職 員 履 歴 書 ） に 必 要

事 項 を 記 入 の う え 、 ご 自 分 の 顔 写

真 を 添 付 し て 企 画 総 務 課 に ご 持 参

く だ さ い 。 用 紙 は 企 画 総 務 課 に 備

え て い ま す 。

要 件 　 町 内 在 住 の 方 で 、 大 型 １ 種

　 免 許 証 、 大 型 特 殊 １ 種 免 許 証 車

　 両 系 建 設 機 械 運 転 技 能 講 習 修 了

　 証 を 有 す る 方

採 用 期 間 　 12 月 １ 日 か ら 来 年 ３ 月

　 31 日

勤 務 時 間 　 ７ 時 間 半 （ 早 出 除 雪 作

　 業 あ り ）

勤 務 を 要 し な い 日 　 土 ・ 日 ・ 祝 日 、

　 年 末 ・ 年 始 （ た だ し 降 雪 時 に は

　 出 動 し ま す ）

賃 金 　 日 額 ８ 千 ６ ０ ０ 円

締 め 切 り 　 11 月 15 日

提 出 書 類 　 履 歴 書 、 運 転 免 許 証 と

　 車 両 系 建 設 機 械 運 転 技 能 講 習 修

　 了 証 の 写 し 添 付

草 刈 り 機 械 を 購 入 し ま し た

　 町 は こ の ほ ど 、 事 業 費 ６ ７ ２ 万

円 で 草 刈 り 機 械 を 購 入 し ま し た 。

　 町 道 及 び 林 道 の 安 全 確 保 、 町 並

み 景 観 の 向 上 の た め の 下 草 刈 り 作

業 を 効 率 的 に 進 め る 機 材 で す 。 電

源 立 地 地 域 対 策 交 付 金 を 活 用 し ま

し て 日 額 １ ０ ０ 円 加 算 ） 。

 都 市 建 設 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 公 共 施 設 管 理 室

☎ （ 内 線 ２ ４ ０ ）

小 集 落 内 道 路 の 除 雪 支 援 交 付 金

申 請 を 受 け 付 け ま す

　 町 の 除 雪 サ ー ビ ス を 受 け る こ と

が 出 来 な い 共 同 利 用 の 私 道 を 除 雪

す る 費 用 を 負 担 軽 減 し て い た だ く

た め の 交 付 金 制 度 で す 。

　 交 付 額 は 、 １ 戸 当 た り ３ 万 ５ 千

円 を 上 限 と し ま す （ た だ し 1 戸 当

た り の 除 雪 費 が 同 額 を 下 回 る 場 合

は 、 実 績 の 個 人 負 担 除 雪 経 費 と し

ま す ） 。

　 申 請 の 受 け 付 け は 11 月 １ 日 か ら

同 月 30 日 ま で 。 別 途 詳 細 事 項 が あ

り ま す 。 事 前 に 施 設 管 理 室 に お 問

い 合 わ せ く だ さ い 。

　 助 成 対 象 に な る の は 、 次 の 条 件

す べ て に 当 て は ま る 場 合 で す 。

　 ① 町 民 が 居 住 す る 一 戸 建 て 住 宅

が 道 路 沿 線 に ２ 戸 以 上 あ る こ と ②

土 地 登 記 に よ っ て 道 路 敷 地 が 他 の

敷 地 と 明 確 に 区 分 さ れ て い る こ と

③ 道 路 敷 地 の 所 有 者 は 居 住 者 以 外

か 、 住 居 を 別 に す る 複 数 の 所 有 で

あ る こ と ― 。

除 雪 業 務 臨 時 職 員 を 募 集 し ま す

　 除 雪 業 務 を 希 望 す る 臨 時 職 員 を

募 集 し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 臨 時 職

都
市
建
設
課

工
事
・
委
託
の
入
札
結
果
の
お
知
ら
せ

工
事
及
び
委
託
の
入
札
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

入
札
日

設
　
備
　
名
　
等

請
け
負
い
業
者

請
け
負
い
価
格

（
税
込
み
、円
）

第
三
地
区
道
路
新
設
工
事

㈱
藤
田
組

39
,3

75
,0

00
指
名
競
争
入
札

9月
 9
日

上
岐
登
牛
道
路
改
良
工
事

花
本
建
設
㈱

40
,7

40
,0

00
〃

西
部
処
理
区
管
渠
新
設
工
事

藤
田
建
設
㈱

1,
83

7,
50

0
〃

西
６
号
道
路
改
良
工
事

花
本
建
設
㈱

13
,5

97
,5

00
〃

旭
岳
温
泉
ﾋﾟ
ｭｱ
ｾﾝ
ﾀｰ
監
視
制
御
設
備
更
新
工
事

㈱
日
立
製
作
所
北
海
道
支
社

36
,7

50
,0

00
随
意
契
約

9月
27
日

10
月

 4
日

平
成

23
年
度
公
営
住
宅
清
流
東
団
地

A1
.4居
住
性
向
上
型
内
部
改
修
工
事

松
井
組
工
建
㈱

8,
71

5,
00

0
指
名
競
争
入
札

平
成

23
年
度
公
営
住
宅
清
流
東
団
地
長
寿
命
化
型
屋
根
塗
装
工
事

㈱
ひ
だ
の
塗
装
工
業

11
,5

50
,0

00
不
落
随
契

２ｔ
ト
ラ
ッ
ク
購
入

東
川
町
農
業
協
同
組
合

4,
57

8,
00

0
〃

凍
結
防
止
剤
散
布
機
購
入

北
海
道
川
重
建
機
㈱
旭
川
支
店

1,
73

2,
50

0
〃

定
住
促
進
住
宅
建
設
工
事（
南
入
Ｂ
）

㈲
谷
地
建
設

18
,9

00
,0

00
〃

定
住
促
進
住
宅
建
設
工
事（
南
入
Ａ
）

㈲
門
間
建
設

19
,0

05
,0

00
〃

定
住
促
進
住
宅
建
設
工
事（
北
入
）

㈱
小
岩
組

19
,4

25
,0

00
〃

キ
ト
ウ
シ
地
区
飲
料
水
供
給
施
設
整
備
工
事

㈱
山
田
ポ
ン
プ
商
会

7,
66

5,
00

0
〃

公
住
公
園
団
地

B1
,B

2,
C1

,C
2棟
屋
根
葺
替
工
事

㈱
小
岩
組

9,
97

5,
00

0
〃

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
駐
車
場
整
備
工
事
　そ
の
２
工
事

花
本
建
設
㈱

14
,7

00
,0

00
指
名
競
争
入
札

契
約
方
法
等

し た （ 交 付 金 充 当 率 は 約 96 ％ ） 。

　 同 交 付 金 は 、 水 力 発 電 施 設 の 立

地 地 域 、 周 辺 地 域 で 行 う 公 共 用 施

設 整 備 、 住 民 福 祉 の 向 上 に 資 す る

事 業 を 行 う た め に 交 付 さ れ て い る

も の で す 。

 教 育 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は ☎ （ 内 線 ５ ８ ２ ）

新 教 育 委 員 長 に 高 木 氏 、 委 員 長

職 務 代 理 に 兼 重 氏

　 10 月 １ 日 開 い た 第 ５ 回 教 育 委 員

会 で 任 期 満 了 に 伴 う 町 教 育 委 員 会

選 挙 が 行 わ れ 、 新 教 育 委 員 長 に 指

名 推 薦 で 高 木 正 晴 教 育 委 員 が 選 任

さ れ ま し た 。

　 内 田 昌 幸 教 育 委 員 長 は 、 教 育 委

員 任 期 満 了 に 伴 っ て ９ 月 30 日 付 け

で 退 任 し ま し た 。

　 内 田 氏 は １ ９ ９ １ （ 平 成 ３ ） 年

10 月 1 日 に 東 川 町 教 育 委 員 に 就 任 。

５ 期 20 年 間 に 渡 っ て 教 育 行 政 に 尽

力 い た だ き ま し た 。 う ち 13 年 間 職

務 代 理 者 、 １ 年 間 委 員 長 を 歴 任 し

ま し た 。

　 ま た 同 日 付 け で 新 教 育 委 員 に 兼

重 一 男 氏 が 就 任 、 職 務 代 理 者 に 選

任 さ れ ま し た 。

　 兼 重 氏 は 、 今 年 ３ 月 上 川 町 立

上 川 小 学 校 長 を 定 年 退 職 し て 町

内 に 在 住 。 在 職 中 、 東 川 小 学 校 教

員 （ ７ 年 間 ） 、 東 川 第 二 小 学 校 長

（ ３ 年 間 ） と し て 勤 め ま し た 。 教

育 委 員 の 任 期 は 10 月 １ 日 か ら ４ 年

間 、 職 務 代 理 者 の 人 気 は １ 年 間 で

す 。
【 東 川 町 教 育 委 員 会 選 挙 】 （ 10 月

1 日 ）

　 教 育 委 員 長 　 高 木 正 晴 （ 新 ） 　

▼ 教 育 委 員 長 職 務 代 理 者 　 兼 重 一

男 （ 同 ） 　

◆ 退 任

　 教 育 委 員 長 　 内 田 昌 幸

教 育 委 員 会 業 務 の 点 検 、 評 価 報

告 書 の 縦 覧

　 平 成 22 年 度 に 実 施 し た 町 教 育 委

員 会 事 業 に つ い て 、 教 育 委 員 会 業

務 の 点 検 、 評 価 報 告 書 を 縦 覧 に 供

し ま す 。

　 す べ て の 教 育 委 員 会 事 務 の 管 理 、

執 行 状 況 に つ い て 点 検 、 評 価 を 行

い 公 表 す る こ と を 定 め て い る 「 地

方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す

る 法 律 」 の 規 定 に よ る も の で す 。

場 所 　 農 業 環 境 改 善 セ ン タ ー 縦 覧

期 間 　 11 月 末 日 ま で

ン し ま し た 。

　 東 川 の 暮 ら し 体 験 、 ご 家 族 、 友

人 同 士 で の ご 利 用 に ど う ぞ 。 一 般

の 住 宅 と 同 様 の 住 ま い 機 能 を 持 っ

て お り 、 長 期 滞 在 が 可 能 で す 。

　 施 設 は ６ 人 用 ２ 室 （ い ず れ も １

Ｄ Ｋ ＋ ２ 階 ロ フ ト 、 浴 室 、 ト イ レ

付 き ） 。 布 団 、 バ ス タ オ ル 、 タ オ

ル 、 浴 衣 、 調 理 道 具 、 炊 飯 器 、 電

子 レ ン ジ 、 テ レ ビ 、 洗 濯 機 等 を 完

備 。

　 事 前 予 約 制 で す 。 住 ま い 室 で 空

室 情 報 を ご 確 認 の う え 、 ご 予 約 く

だ さ い （ 受 け 付 け は 利 用 ３ カ 月 前

か ら ４ 日 前 ま で ） 。

　 使 用 料 は １ 泊 １ 万 ５ ０ ０ 円 （ １

室 ） か ら 長 期 滞 在 の 場 合 月 額 ８ 万

４ 千 円 （ 同 ） 、 １ カ 月 を 超 え る 場

合 は １ 泊 に つ い て ３ 千 ７ ０ ０ 円 加

算 （ 加 算 額 が １ 月 分 使 用 料 を 超 え

る 場 合 は 月 額 分 ） な ど に 各 種 対 応

し て い ま す （ 冬 期 間 は 暖 房 料 金 と

に 限 っ て 、 払 い 忘 れ て い た 国 民 年

金 保 険 料 を 10 年 間 に 延 長 し て 納 付

可 能 に な る 措 置 が と ら れ る こ と に

な り ま し た 。

　 国 民 年 金 は 保 険 料 の 未 払 い 期 間

が あ る と 、 将 来 年 金 額 を 受 け 取 れ

な い 場 合 が あ り ま す 。 未 払 い 期 間

が あ る 方 で 、 少 し で も 満 額 の 年 金

額 に 近 づ け た い 場 合 は 、 払 い 忘 れ

た 年 金 保 険 料 を 納 付 す る こ と が 有

効 で す 。

　 未 払 い の 国 民 年 金 保 険 料 を さ か

の ぼ っ て 納 め る こ と が で き る の は 、

現 在 過 去 ２ 年 分 ま で で す 。 し か し

こ の 制 度 の 施 行 日 （ ※ ） か ら ３ 年

間 に 限 っ て 、 過 去 10 年 分 ま で さ か

の ぼ っ て 納 め ら れ る よ う に な り ま

す （ 既 に 老 齢 基 礎 年 金 を 受 給 し て

い る 方 な ど は 対 象 と な り ま せ ん ） 。

　 な お ３ 年 以 上 さ か の ぼ っ て 保 険

料 を 納 付 す る 際 は 、 加 算 金 が か か

り ま す 。

※ 平 成 24 年 10 月 １ 日 ま で の 政 令 で

定 め る 日 （ 追 っ て お 知 ら せ し ま す ）

　 お 問 い 合 わ せ は 旭 川 年 金 事 務 所

☎ 27 ― １ ６ １ １ 、 ま た は 役 場 住 民

室 。
宿 泊 施 設 「 大 雪 遊 水 ハ ウ ス 」 オ ー

プ ン
　 今 年 ８ 月 新 築 、 利 用 開 始 に な っ

た 第 三 地 区 地 域 セ ン タ ー （ 東 ８ 号

北 １ 番 地 ） に 併 設 の 交 流 体 験 宿 泊

施 設 「 大 雪 遊 水 ハ ウ ス 」 が オ ー プ

み の 家 屋 、 既 に 登 記 済 み の 家 屋

等 を 除 く ） 。

申 告 方 法 　 11 月 １ 日 付 け で 各 行 政

区 に 調 査 を 依 頼 し て い ま す 。 所

定 用 紙 に 記 入 の 上 、 班 ご と に 行

政 区 長 に 提 出 し て く だ さ い 。 行

政 区 を 経 由 し な い 場 合 は 、 役 場

税 務 課 窓 口 へ 直 接 提 出 し て く だ

さ い 。

申 告 期 限 　 11 月 30 日 （ 水 ）

そ の 他 　 車 庫 や 物 置 で あ っ て も 10

平 方 ㍍ 以 上 の 床 面 積 が あ れ ば 固

定 資 産 の 対 象 と な り ま す （ 壁 の

な い カ ー ポ ー ト 等 は 対 象 外 ） 。

〔 住 宅 用 地 の 異 動 申 告 〕 　 住 宅 用

地 は 税 負 担 軽 減 の 特 例 措 置 等 が あ

り ま す 。 平 成 23 年 中 に 次 の よ う に

異 動 が あ っ た 場 合 は 、 平 成 24 年 １

月 末 ま で に 申 告 し て く だ さ い 。

　 ▼ 住 宅 用 地 と し て 使 用 さ れ て い

る 土 地 の 面 積 や 用 途 な ど に 異 動 が

あ っ た 場 合 ▼ 住 宅 用 地 か ら 住 宅 用

地 以 外 の 用 途 に 変 更 し た 場 合 ▼ 住

宅 用 地 以 外 の 土 地 か ら 住 宅 用 地 に

変 更 し た 場 合

 定 住 促 進 課 か ら

　 各 種 届 け 出 、 年 金 の こ と は 住 民

室 （ 内 線 １ １ ２ ） 、 住 宅 の こ と は

住 ま い 室 （ 内 線 １ １ ６ 、 １ １ ７ ）

国 民 年 金 保 険 料 の 納 め 忘 れ が あ

る 方 へ

　 平 成 24 年 秋 （ 予 定 ） か ら ３ 年 間

 写 真 の 町 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は ☎ （ 内 線 ５ ９ ２ ）

姉 妹 都 市 の 人 々 が 撮 っ た 写 真 展

　 姉 妹 都 市 の カ ナ ダ ・ キ ャ ン モ ア

町 、 ラ ト ビ ア ・ ル ー イ エ ナ 町 と 東

川 町 の 高 校 生 、 写 真 愛 好 家 が 撮 影

し た 写 真 を 一 堂 に 展 示 し て 「 自 然

と 生 き る 人 の 美 し さ 」 を テ ー マ に

東 川 町 姉 妹 都 市 交 流 写 真 展 開 き ま

す 。

　 姉 妹 都 市 ３ 町 の 初 の 交 流 写 真 展

で す 。 そ れ ぞ れ の 町 の 写 真 ク ラ ブ

作 品 、 高 校 生 写 真 ク ラ ブ の 写 真 作

品 １ ５ ５ 点 を 展 示 し ま す 。 そ れ ぞ

れ の 国 の 自 然 、 人 々 の 生 活 の 違 い

が 良 く 分 か る 作 品 が 並 び ま す 。

日 時 　 11 月 26 日 （ 土 ） か ら 12 月 11

　 日 （ 日 ）

会 場 　 文 化 ギ ャ ラ リ ー

 地 域 活 性 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 地 域 づ く り 推 進

室 ☎ （ 内 線 ２ ６ １ ）

１ 月 ８ 日 、 成 人 式 開 催 の ご 案 内

　 来 年 １ 月 ８ 日 （ 日 ） 、 農 村 環 境

改 善 セ ン タ ー で 平 成 24 年 成 人 式 を

開 催 し ま す 。 町 内 に 住 民 登 録 の あ

る 新 成 人 の 方 へ の ご 案 内 は 12 月 上

旬 に 発 送 し ま す 。

　 対 象 と な る 方 は 、 １ ９ ９ １ （ 平

成 ３ ） 年 ４ 月 ２ 日 か ら 翌 １ ９ ９ ２

（ 同 ４ ） 年 ４ 月 １ 日 ま で に 生 ま れ 13
12
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

　 故 小 西 氏 の 兄 弟 で ４ 男 唯 司 氏

（ 滝 川 市 在 住 ） ら 委 員 ４ 人 が 出 席 。

奨 学 金 申 請 が 出 て い た ２ 人 に 対 し

て 、 大 学 生 に 20 万 円 、 高 等 専 門 学

校 生 に 10 万 円 の 就 学 金 と し て 同 制

度 初 の 奨 学 金 支 給 （ 一 時 金 ） が 決

ま り ま し た 。

　 小 西 健 二 奨 学 金 は 、 故 小 西 氏 の

寄 付 金 ３ 千 万 円 を 原 資 に 、 遺 志 を

継 い で 設 立 さ れ ま し た 。

　 預 け 入 れ 利 息 で 運 用 し 、 国 公 立

の 大 学 、 短 大 、 高 等 専 門 学 校 に 在

学 す る 学 生 で 経 済 的 に 厳 し い 家 庭

環 境 に あ る と 認 め ら れ る 者 を 対 象

に 入 学 年 度 に 奨 学 金 を 交 付 し 、 有

用 な 人 材 を 育 成 す る の が 目 的 で す 。

　 原 則 予 算 内 で 奨 学 金 運 用 し 、 予

算 が 不 足 す る 場 合 は 町 予 算 で 不 足

分 を 補 う こ と に な っ て い ま す 。

民 間 ロ ケ ッ ト 開 発 に 情 熱 燃 や す

植 松 さ ん の 講 演 会

東 川 町 母 と 女 性 教 職 員 の つ ど い

推 進 委 員 会

　 母 と 女 性 教 職 員 の つ ど い 事 務 局

主 催 の 講 演 会 「 思 い は 招 く 〜 夢 が

あ れ ば 何 で も で き る 」 を 開 き ま す 。

２ ０ ０ ６ （ 平 成 18 ） 年 に 設 立 し た

宇 宙 開 発 ベ ン チ ャ ー 企 業 、 （ 株 ）

カ ム イ ス ペ ー ス ワ ー ク ス （ 赤 平 ）

の 植 松 努 社 長 を 招 き ま す 。 植 松 さ

ん は ㈱ 植 松 電 機 （ 赤 平 、 植 松 清 社

長 ） の 専 務 。 北 海 道 大 学 大 学 院 工

学 研 究 科 （ 永 田 晴 紀 教 授 ） な ど と

「 家 族 運 動 会 」 を 開 き ま す

　 家 族 で 一 緒 に 体 を 動 か し ま し ょ

う 。  お 兄 ち ゃ ん や お 姉 ち ゃ ん も 参

加 で き ま す 。  

日 時 　 11 月 27 日 （ 日 ） 午 前 10 時 〜

　 正 午

場 所 　 幼 児 セ ン タ ー プ レ イ ル ー ム

対 象 　 家 庭 の 親 子

内 容 　 親 子 運 動 会 （ 簡 単 に で き る

　 親 子 運 動 あ そ び ）  

持 ち 物 　 動 き や す い 服 装 、 上 靴

（ お 子 さ ん 、 保 護 者 の 方 と も に ）

参 加 　 自 由 （ 直 接 お い で く だ さ い ）

〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜

２ 人 の 学 生 に 初 の 小 西 健 二 奨 学

金 決 ま る

　 10 月 17 日 開 い た 東 川 町 小 西 健 二

奨 学 金 審 議 会 の 審 議 会 で 、 小 西 健

二 奨 学 金 の 初 年 度 交 付 金 が 決 ま り

ま し た 。

協 同 で 合 成 樹 脂 を 燃 料 と す る 固 形

燃 料 「 カ ム イ ロ ケ ッ ト 」 の 研 究 開

発 な ど を し て い ま す 。

　 従 業 員 18 人 の 小 さ な 会 社 で 民 間

ロ ケ ッ ト 開 発 に 掛 け る 情 熱 と 思 い

を 語 り ま す 。 10 月 に は 第 ニ 小 で ロ

ケ ッ ト 教 室 を 開 き 、 講 師 と し て 来

町 し ま し た 。 （ ま ち ・ タ ウ ン ５ ㌻

を 参 照 ）

日 時 　 11 月 25 日 （ 金 ） 午 後 ６ 時 20

　 分 か ら

場 所 　 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー

講 師 　 植 松 努 氏 （ ㈱ 植 松 電 機 専 務

　 取 締 役 ）

そ の 他 　 無 料 託 児 あ り

参 加 料 　 ２ ０ ０ 円 （ 当 日 券 あ り ）

お 問 い 合 わ せ 　 事 務 局 の 千 葉 さ ん

　 （ 東 川 第 三 小 学 校 ） ☎ 82 ― ３ ０

　 １ ５

交 通 安 全 活 動 に 貢 献 、 永 井 さ ん

に 知 事 表 彰

　 東 川 町 交 通 安 全 指 導 員 と し て 長

年 交 通 安 全 活 動 に 貢 献 し て き た 西

行 政 区 の 永 井 昭 さ ん （ 71 ） が 交 通

指 導 員 知 事 表 彰 を 受 賞 し 、 10 月 24

日 、 松 岡 市 郎 町 長 か ら 伝 達 を 受 け

ま し た 。

　 ２ ０ ０ １ （ 平 成 13 ） 年 ４ 月 か ら

現 在 ま で 、 10 年 間 以 上 交 通 安 全 活

動 に 従 事 。 町 内 か ら 死 亡 交 通 事 故

ゼ ロ を 目 指 し て 地 道 な 活 動 を 続 け

て き ま し た 。

人 権 擁 護 委 員 の 功 績 で 法 務 大 臣

表 彰
　 長 年 に わ た る 人 権 擁 護 委 員 の 活

動 で 、 山 口 佐 知 子 さ ん （ 74 ） が こ

の ほ ど 、 法 務 大 臣 表 彰 を 受 賞 し ま

し た 。

　 10 月 ５ 日 、 法 務 省 （ 東 京 ） の 表

彰 式 に 出 席 、 平 岡 秀 夫 法 務 大 臣 か

ら 表 彰 状 を 受 け ま し た 。

　 小 学 校 教 員 を 退 職 後 、 ２ ０ ０ １

（ 平 成 13 ） 年 か ら 人 権 擁 護 委 員 。

旭 川 人 権 擁 護 委 員 協 議 会 の 男 女 共

ノ ル デ イ ッ ク ・ ウ ォ ー キ ン グ 教 室

を 開 き ま す

　 角 幡 和 子 さ ん （ ノ ル デ イ ッ ク ・

ウ ォ ー キ ン グ 公 認 マ ス タ ー イ ン ス

ト ラ ク タ ー ） を 講 師 に 、 ノ ル デ イ

ッ ク ・ ウ ォ ー キ ン グ 教 室 を 開 き ま

す 。

　 初 め て の 方 も 大 歓 迎 。 ウ ォ ー キ

ン グ 用 ポ ー ル の 無 料 貸 し 出 し も あ

り ま す 。

日 時 　 11 月 19 日 （ 土 ） 午 前 ９ 時 半

　 〜 正 午 ま で

場 所 　 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー （ 実

　 技 は 戸 外 予 定 ）

内 容 　 ① ノ ル デ イ ッ ク ウ オ ー キ ン

　 グ の 基 礎 、 基 本 動 作 の 講 義 と 実

　 技 ② 楽 し く 続 け る ポ イ ン ト

対 象 　 町 内 在 住 の 方

募 集 　 40 人 （ 先 着 順 、 要 予 約 ）

締 め 切 り 　 11 月 15 日

持 ち 物 　 手 袋 （ 厚 手 す ぎ な い も

の ） 、 防 寒 着 （ 動 き や す く 雨 天

で も 耐 え ら れ る も の ） 、 帽 子 、

タ オ ル （ 汗 拭 き 用 ） 、 筆 記 道 具 、

飲 料 水

「 男 の 料 理 教 室 」 を 開 き ま す

　 家 で 料 理 を す る 機 会 が 少 な い 男

性 の 方 を 対 象 に 、 食 生 活 改 善 協 議

会 の 「 男 の 料 理 教 室 」 を 開 き ま す 。

日 時 　 11 月 30 日 （ 水 ） 午 前 10 時 〜

　 正 午

場 所 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー

内 容 　 簡 単 料 理

ー ブ ル テ レ ビ ㈱ 、 吉 岡 さ ん 、 本

間 さ ん （ ☎ 22 ― ０ ７ ０ ７ 、 受 付

時 間 は 午 前 10 時 か ら 午 後 7 時 ）

 保 健 福 祉 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 、 福 祉 の こ と と

申 請 は 社 会 福 祉 室 ☎ （ 内 線 ５ ０ ３ 、

５ ０ ４ ） 、 健 康 と 食 の こ と は 保 健

指 導 室 （ 内 線 ５ ０ ５ 〜 ５ ０ ７ ） 、

高 齢 者 介 護 は 地 域 包 括 支 援 セ ン タ

ー （ 内 線 ５ ０ ８ ）

食 事 で 健 康 「 栄 養 教 室 」

　 不 適 切 な 食 事 、 運 動 不 足 な ど か

ら 起 き る 生 活 習 慣 病 が 増 加 し て い

ま す 。 身 近 な 材 料 を 使 っ て 、 調 理

実 習 を し ま す 。 「 自 分 の 健 康 は 自

分 で 守 る 」 を 柱 に 健 康 の 大 切 さ を

考 え ま し ょ う （ 希 望 す る 方 は 食 生

活 改 善 推 進 員 と な る 単 位 を 取 る こ

と が で き ま す ） 。

日 時 　 11 月 15 日 （ 火 ） 午 前 10 時 〜

　 午 後 １ 時

場 所 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー

内 容 　 「 食 べ て 防 ご う 生 活 習 慣 病

（ 肥 満 症 ） 」 の 講 話 、 調 理 実 習 、

試 食 （ 希 望 者 は 体 脂 肪 測 定 ）

対 象 　 町 民 の 方 ど な た で も

持 ち 物 　 筆 記 道 具 、 エ プ ロ ン 、 三

　 角 巾

費 用 　 １ ０ ０ 円 （ 食 材 費 の 一 部 ）

た 方 で す 。

　 町 内 に 住 民 登 録 の な い 方 で 成 人

式 に 参 加 ご 希 望 の 方 は 、 11 月 21 日

（ 月 ） ま で に 、 参 加 希 望 者 の 名 前 、

生 年 月 日 、 住 所 、 連 絡 先 を お 知 ら

せ く だ さ い 。

　 成 人 式 は 、 ご 両 親 、 地 域 の 皆 さ

ま も 晴 れ 姿 の 様 子 を ご 覧 い た だ く

こ と が で き ま す 。 ど う ぞ ご 来 場 く

だ さ い 。

 企 画 総 務 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 企 画 財 政 室 ☎

（ 内 線 ２ ２ ６ ）

町 民 パ ソ コ ン 教 室 を 開 き ま す

　 旭 川 ケ ー ブ ル テ レ ビ ㈱ （ Ｃ Ａ Ｔ

Ｖ ポ テ ト ） の 協 力 で 町 民 パ ソ コ ン

教 室 を 開 き ま す 。 パ ソ コ ン 初 心 者

が 対 象 で す 。 パ ソ コ ン を ｗ ｅ ｂ 接

続 し て イ ン タ ー ネ ッ ト 、 電 子 メ ー

ル を 体 験 し て い た だ き ま す 。

　 講 座 内 容 は 、 基 本 ソ フ ト ・ ウ ィ

ン ド ウ ズ の 基 本 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、

電 子 メ ー ル の 使 い 方 な ど 。

日 時 　 ▼ 11 月 ２ 日 （ 水 ） ▼ 同 月 ９

日 （ 水 ） ▼ 同 月 19 日 （ 土 ） ▼ 同

月 29 日 （ 火 ） ＝ い ず れ も ① 午 前

10 時 半 〜 正 午 ② 午 後 １ 時 半 〜 同

３ 時 ま で （ １ 日 ２ 回 ） 　

会 場 　 役 場 第 １ 小 会 議 室 （ １ 階 ）

定 員 　 各 10 人

受 講 料 　 無 料

お 問 い 合 わ せ ・ 申 し 込 み 　 旭 川 ケ

対 象 　 町 内 の 男 性

持 ち 物 　 筆 記 道 具 、 エ プ ロ ン 、 三

　 角 巾 （ バ ン ダ ナ ）

費 用 　 １ ０ ０ 円 （ 食 材 費 の 一 部 ）

乳 幼 児 等 医 療 費 は 中 学 校 ３ 年 生

ま で 助 成 拡 大 し て い ま す

　 町 の 乳 幼 児 等 医 療 費 助 成 は 中 学

校 ３ 年 生 ま で 助 成 拡 大 し て い ま す

（ 入 院 に 限 る ） 。 助 成 ご 希 望 の 方

は 、 次 の 書 類 を 添 付 し て 手 続 き を

お 願 い し ま す 。

　 ▼ 改 正 内 容 　 入 院 の 医 療 費 助 成

は 、 対 象 年 齢 を 「 就 学 前 か ら 中 学

校 ３ 年 生 ま で 」 （ 満 15 歳 に 達 す る

日 以 後 の 最 初 の ３ 月 31 日 ま で ） に

拡 大 し ま し た 。 通 院 助 成 は 従 来 ど

お り 就 学 前 ま で で す 。

　 ▼ 手 続 き 　 次 の 書 類 添 付 が 必 要

で す 。

　 ① 乳 幼 児 等 医 療 費 受 給 資 格 認 定

申 請 書 ② ご 利 用 の 金 融 機 関 振 込 口

座 を 確 認 で き る も の （ 保 護 者 の も

の ） ③ 健 康 保 険 証 （ 子 供 の も の ）

④ 限 度 額 認 定 証 （ 加 入 し て い る 医

療 保 険 者 か ら 発 行 ） ⑤ 印 鑑

 幼 児 セ ン タ ー か ら

　 申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ は 地 域

子 育 て 支 援 セ ン タ ー ☎ 82 ― ５ １ ０

０
「 子 育 て 講 演 会 」 を 開 き ま す

　 子 ど も の 育 ち 、 発 達 、 迷 い に 関

す る 悩 み に つ い て 、 助 産 師 の 立 場

か ら お 話 い た だ き ま す 。 お 気 軽 に

ご 参 加 く だ さ い 。

日 時 　 11 月 11 日 （ 金 ）   午 前 10 時 〜

　 11 時 15 分

場 所 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー プ レ イ

　 ル ー ム

内 容 　 「 楽 し い 子 育 て を し ま し ょ

　 う 」

講 師 　 佐 々 木 紀 子 さ ん （ 道 立 旭 川

　 高 等 看 護 学 校 助 産 学 科 教 務 主 幹 ）

対 象 　 子 育 て 中 の 方 、 終 え ら れ た

　 方 な ど ど な た で も

定 員 　 な し （ 要 予 約 ）

見 学 体 験 会 「 一 緒 に 考 え よ う 」 の

ご 案 内

　 ３ 歳 児 以 上 の お 子 さ ん の 様 子 を

見 学 予 定 で す 。 来 年 度 幼 児 セ ン タ

ー に 入 園 ご 予 定 の 方 は ご 参 加 く だ

さ い （ 昼 食 も 食 べ ま す ） 。

日 時 　 11 月 25 日 （ 金 ） 午 前 ９ 時 半

　 〜 正 午

場 所 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー プ レ イ

　 ル ー ム

内 容 　 見 学 体 験 会 （ 各 ク ラ ス で 見

　 学 ）

対 象 　 ３ ・ ４ 歳 児 （ 2 0 0 8 年 4

　 月 2 日 生 ま れ 〜 ） の お 子 さ ん と

　 お 母 さ ん     

定 員 　 10 組 程 度

締 め 切 り 　 11 月 18 日  

給 食 代 　 １ ８ ０ 円 （ 親 子 １ 食 分 、

　 当 日 徴 収 ）    

同 参 画 社 会 推 進 委 員 会 委 員 長 。 全

国 一 斉 女 性 ホ ッ ト ラ イ ン 相 談 員 、

旭 川 地 方 法 務 局 の 心 配 事 相 談 、 電

話 相 談 を 担 当 し て い ま す 。

　 町 内 で は く ら し の 相 談 員 、 東 川

町 地 区 自 立 支 援 協 議 会 委 員 、 大 雪

地 区 広 域 連 合 障 害 者 程 度 区 分 審 査

委 員 な ど を 歴 任 。

こ こ り ん 地 域 福 祉 フ ォ ー ラ ム を

開 き ま す
Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 こ こ ろ り ん く 東 川

　 オ ー プ ン １ 周 年 を 記 念 し て 「 こ

こ り ん 地 域 フ ォ ー ラ ム ２ ０ １ １ 」

を 開 き ま す 。 Ｎ Ｐ Ｏ こ こ ろ り ん く

東 川 （ 片 山 寛 美 理 事 長 ） で 、 活 動

1 年 間 を 振 り 返 る 実 践 報 告 と 地 域

と つ な が る 福 祉 の あ り 方 を 考 え る

フ ォ ー ラ ム を 開 き ま す 。

　 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 地 域 支 援 ネ ッ ト ワ ー

ク サ ロ ン 事 務 局 代 表 ・ 札 幌 市 ス ク

ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー ・ 場 づ く

り 師 の 日 置 真 世 さ ん 、 福 祉 教 育 ア

ド バ イ ザ ー の 佐 藤 祐 さ ん を 招 い て

座 談 会 も 予 定 し て い ま す 。 出 席 者

は 、 他 に エ ア ロ ビ ク ス ・ イ ン ス ト

ラ ク タ ー の 荒 川 由 佳 里 さ ん 、 Ｎ Ｐ

Ｏ ね お す ・ 高 野 克 也 さ ん 、 杉 山 昌

次 町 保 健 福 祉 課 長 、 片 山 理 事 長 の

５ 人 で す 。

日 時 　 11 月 ５ 日 （ 土 ） 午 後 １ 時 か

　 ら 同 4 時

場 所 　 共 生 サ ロ ン こ こ り ん

内 容 　 実 践 報 告 「 こ こ り ん の 一 年 15
14
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事 情 を 早 期 に 把 握 し 、 １ 年 を 通 じ

て 明 ら か に 辞 退 が 認 め ら れ る 場

合 な ど を 事 前 に 把 握 し て 候 補 者 の

方 々 が 裁 判 所 に い か な く て も い い

よ う に 負 担 を 軽 減 す る た め の も の

で す 。

　 こ の 調 査 は 、 裁 判 員 候 補 者 名 簿

に 登 録 さ れ た 場 合 に 辞 退 の 申 し 出

が 出 来 る 時 期 、 期 間 等 に な ん ら の

制 限 を 設 け る も の で は あ り ま せ ん 。

　 調 査 票 で 辞 退 を 申 し 出 な い 場 合

で も 、 実 際 に 事 件 の 裁 判 員 候 補 者

に 選 ば れ た 時 に お 送 り す る 質 問 票 、

裁 判 当 日 （ 選 任 手 続 き 時 ） に 辞 退

を 申 し 出 る こ と も 可 能 で す 。

裁 判 員 制 度 説 明 会 、 裁 判 員 裁 判

法 廷 見 学 会 を 開 き ま す
旭 川 地 方 裁 判 所

　 裁 判 員 制 度 の 仕 組 み を 詳 し く 知

っ て も ら う た め 、 説 明 会 と 実 際 の

法 廷 見 学 会 を 開 き ま す 。 ご 希 望 の

方 は 電 話 で お 申 し 込 み く だ さ い

（ 先 着 順 ） 。

日 時 　 1
2 月 8 日 （ 木 ） 午 後 ２ 時 か

　 ら 同 ３ 時 1
5 分

場 所 　 旭 川 地 方 ・ 家 庭 裁 判 所 １ 号

　 法 廷

定 員 　 4
8 人

内 容 　 裁 判 員 制 度 説 明 会 、 裁 判 員

　 裁 判 法 廷 見 学 会 （ 講 師 は 裁 判 官

　 等 、 後 半 の 1
5 分 間 は 法 廷 見 学 ）

お 申 し 込 み 　 旭 川 地 方 裁 判 所 総 務

　 課 庶 務 係 ☎ 5
1 ― ６ ２ ５ ５

締 め 切 り 　 12 月 ２ 日 （ 金 ） ま で

（ 消 印 有 効 ）

提 出 方 法 　 郵 送 、 フ ァ ク シ ミ リ 、

電 子 メ ー ル

sogo.keikaku1@pref.hokkaido.lg.
jp

提 出 先 　 北 海 道 総 合 政 策 部 計 画 推

　 進 局 土 地 利 用 計 画 グ ル ー プ （ 〒

　 ０ ６ ０ ― ８ ５ ８ ８ 、 札 幌 市 中 央

　 区 北 ３ 条 西 ６ 丁 目 ）

お 問 い 合 わ せ 　 同 グ ル ー プ ☎ ０ １

　 １ ― ２ ０ ４ ― ５ １ ７ ８

裁 判 員 の 名 簿 記 載 通 知 の 発 送 時

期 で す

最 高 裁 判 所

　 裁 判 所 で は 、 平 成 24 年 の 裁 判 員

候 補 者 名 簿 に 登 録 さ れ る 方 に 対 し

て 11 月 中 旬 に 名 簿 記 載 通 知 を お 送

り し ま す 。 同 通 知 と 併 せ て 、 調 査

票 を お 送 り し ま す 。 通 知 が 届 い た

場 合 に は 裁 判 員 制 度 に ご 理 解 、 ご

協 力 を お 願 い し ま す （ こ の 段 階 で

裁 判 所 に 出 向 く 必 要 は あ り ま せ

ん ） 。

　 来 年 ２ 月 ご ろ か ら 平 成 25 年 ２ 月

ご ろ ま で の 間 に 裁 判 員 に 選 ば れ る

可 能 性 が あ る こ と を 事 前 に 通 知 す

る も の で す 。 こ の 段 階 で は 具 体 的

事 件 の 裁 判 員 候 補 者 に 選 ば れ る わ

け で は あ り ま せ ん 。 裁 判 員 に な る

可 能 性 が あ る こ と を 事 前 に お 知 ら

せ す る も の で す 。

　 同 封 の 調 査 票 は 、 候 補 者 の 方 の

入 校 生 の 募 集

国 立 北 海 道 障 害 者 職 業 能 力 開 発 校

　 求 職 中 の 障 害 の あ る 方 で 、 働 く

た め に 必 要 な 知 識 、 能 力 を 習 得 し 、

職 業 的 自 立 を 目 指 す こ と を 目 的 と

し た 2
4 年 度 職 業 訓 練 生 を 募 集 し ま

す 。 所 定 の 願 書 は 同 校 ま た は 公 共

職 業 安 定 所 に 用 意 し て い ま す 。

願 書 締 め 切 り 　 1
1 月 2
0 日 （ 日 ）

（ 当 日 消 印 有 効 ）

訓 練 期 間 　 １ 年 ま た は ２ 年

お 問 い 合 わ せ 　 同 校 ☎ ０ １ ２ ５ ―

　 5
2 ― ２ ７ ７ ４ 、 ま た は 旭 川 公 共

　 職 業 安 定 所 ☎ 5
1 ― ０ １ ７ ６

高 等 工 科 学 校 の 生 徒 募 集

自 衛 隊 旭 川 地 方 協 力 本 部

　 陸 上 自 衛 隊 高 等 工 科 学 校 の 生 徒

（ 一 般 採 用 試 験 ） を 募 集 し ま す 。

資 格 　 日 本 国 籍 を 融 資 、 2
4 年 ４ 月

　 １ 日 現 在 1
5 歳 以 上 1
7 歳 未 満 の 男

　 子 （ 中 学 校 卒 業 ま た は 卒 業 見 込

　 み 含 ）

受 け 付 け 　 1
1 月 1 日 （ 火 ） 〜 来 年

　 1 月 ６ 日 （ 金 ）

試 験 日 　 来 年 １ 月 1
4 日 （ 土 ）

会 場 　 陸 上 自 衛 隊 旭 川 駐 屯 地 （ 旭

　 川 市 春 光 町 ）

お 問 い 合 わ せ 　 自 衛 隊 旭 川 地 方 協

　 力 本 部 南 地 区 隊 ☎ 2
2 ― ０ ６ ４ ８ 、

　 自 衛 官 募 集 相 談 員 の 小 野 利 昌 さ

　 ん ☎ 8
2 ― ３ ７ ３ ７

海 上 保 安 業 務 の 舟 艇 等 職 員 採 用

試 験 ご 案 内

海 上 保 安 庁

　 本 年 度 第 ２ 回 の 海 上 保 安 庁 舟 艇

等 職 員 を 募 集 し ま す 。 希 望 者 は 所

定 の 申 し 込 み 用 紙 に 必 要 事 項 を 記

入 の 上 、 卒 業 証 明 書 等 を 添 付 し て

希 望 す る 全 国 1
7 カ 所 の 第 １ 次 試 験

地 官 署 に 提 出 し て く だ さ い 。

　 申 込 用 紙 は 申 し 込 み 先 の 官 署 、

海 上 保 安 庁 総 務 部 人 事 課 で 交 付 し

ま す 。

受 付 期 間 　 1
1 月 ９ 日 （ 水 ） ま で

（ 当 日 消 印 有 効 、 長 期 乗 船 業

　 務 な ど で 期 間 内 申 し 込 み で き な

　 い 場 合 は 申 し 込 み 先 官 署 に 事 前

　 連 絡 ）

試 験 日 時 　 ▼ 第 １ 次 （ 教 養 試 験 ）

1
1 月 2
7 日 （ 日 ） 午 前 ８ 時 半

（ 受 け 付 け ） ▼ 第 ２ 次 （ 第 1

時 検 査 合 格 者 を 対 象 に 人 物 試

験 、 身 体 検 査 、 身 体 測 定 ・ 体

力 検 査 ） 　 1
2 月 1
9 日 （ 月 ） ▼

実 技 試 験 　 来 年 １ 月 ６ 日 （ 金 ）

合 格 発 表 　 来 年 １ 月 2
7 日 （ 金 ）

採 用 予 定 日 　 来 年 ７ 月 １ 日 （ 日 ）

試 験 区 分 　 ▼ 舟 艇 職 員 （ 航 海 、 機

　 関 ） ▼ 無 線 従 事 者 （ 通 信 ・ 技 術 ）

　 ▼ 航 空 機 職 員 （ 飛 行 、 整 備 ）

採 用 人 数 　 各 若 干 名

お 問 い 合 わ せ 　 第 一 管 区 海 上 保 安

　 本 部 総 務 部 人 事 課 （ 小 樽 市 港 町

　 ５ 番 ２ 号 ） ☎ ０ １ ３ ４ ― 2
7 ― ０

　 １ １ ８ 、 海 上 保 安 庁 総 務 部 人 事

た 。

　 町 内 の 「 朝 鮮 半 島 と 東 川 の 歴 史

を 語 る 会 」 （ 近 藤 伸 夫 会 長 ） が 主

催 し て 、 今 年 ８ 月 に 開 い た 「 朝 鮮

半 島 と 東 川 の 歴 史 を 語 る 会 」 で 、

戦 時 中 東 川 町 内 で 強 制 労 働 を 強 い

ら れ た 韓 国 人 ２ 人 と そ の 家 族 の 方

を 会 場 に 招 待 し て 、 初 め て 日 韓 双

方 で 一 緒 に 話 し 合 う 場 が 実 現 し た 、

と い う こ と に 賛 同 い た だ い た も の

で す 。

　 寄 付 金 は 、 同 事 業 の 町 補 助 金 の

一 部 と し て 充 当 し 、 主 催 団 体 に 交

付 し ま し た 。 あ り が と う ご ざ い ま

し た 。

防 災 を テ ー マ に 「 く ら し の セ ミ ナ ー 」

東 川 消 費 者 協 会

　 暮 ら し の 中 か ら テ ー マ を 選 び セ

ミ ナ ー を 開 催 し て い ま す 。 今 年 は

防 災 が テ ー マ で す 。 お 誘 い 合 わ せ

て お 越 し く だ さ い 。

日 時 　 11 月 15 日 （ 火 ） 午 後 1 時 半

　 か ら

場 所 　 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー

対 象 　 町 内 の 方

内 容 　 「 東 日 本 大 震 災 災 害 派 遣 に

　 あ た っ て 」 （ 大 雪 消 防 組 合 東 消

　 防 署 ） 、 「 災 害 に 備 え て 」 （ 役

　 場 企 画 総 務 課 ）

申 し 込 み 　 不 要

費 用 　 不 要

お 問 い 合 わ せ 　 事 務 局 の 役 場 地 域

　 活 性 課 ☎ 82 ― ２ １ １ １ （ 内 線 ２

居 し て リ ハ ビ リ を 続 け ま し た 。 全

国 行 脚 達 成 へ の 夢 を 捨 て き れ ず 、

３ 年 前 に 障 害 者 用 に 改 造 し た 乗 用

車 を 購 入 し て 清 水 町 を 出 発 。 全 国

を 巡 回 し て 今 年 ４ 月 に 再 び 本 道 に

戻 っ て 道 内 を 行 脚 し て き た と い う

こ と で す 。

町 技 バ レ ー ボ ー ル 大 会 の 開 催

東 川 町 バ レ ー ボ ー ル 協 会

　 第 31 回 町 技 バ レ ー ボ ー ル 大 会 の

参 加 者 を 募 集 し ま す 。 試 合 方 式 、

チ ー ム 編 成 は 、 男 女 混 合 ９ 人 制 の

リ ー グ 戦 で す 。

日 時 　 12 月 ４ 日 （ 日 ） 午 前 ９ 時

（ 開 会 式 ） 、 午 前 ８ 時 45 分 （ 主

将 会 議 ）

場 所 　 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー

対 象 　 一 般 男 女 （ 中 学 生 以 上 ）

締 め 切 り 　 11 月 22 日 （ 火 ）

参 加 料 　 ３ 千 円 （ １ チ ー ム ） 、 学

　 生 チ ー ム ２ 千 円 （ 同 ）

申 し 込 み 　 事 務 局 の 大 角 （ 役 場 企

　 画 総 務 課 ） ☎ 82 ― ２ １ １ １ （ 内

　 線 ２ ２ ５ ）

キ ム ・ ジ ョ ン ソ ン （ 金 廷 宣 ） さ ん か

ら 寄 付

　 東 川 町 日 本 語 研 修 事 業 に 韓 国 人

受 講 生 を 派 遣 コ ー デ ィ ネ ー ト し て

い る 韓 国 Ｅ Ｊ Ｃ 外 国 語 学 院 （ ス ー

ウ ォ ン （ 水 原 ） ） 院 長 の キ ム ・ ジ

ョ ン ソ ン （ 金 廷 宣 ） さ ん か ら こ の

ほ ど 、 町 に 多 額 の 寄 付 が あ り ま し

を 振 り 返 る 」 （ こ こ ろ り ん く

東 川 チ ー フ ス タ ッ フ 、 安 井 匠 さ

ん ） 、 講 演 「 共 生 サ ロ ン の 今 と

こ れ か ら 」 、 座 談 会 「 東 川 で ち

ょ っ と つ な が る 、 ゆ る ー く つ な

が る 」

参 加 　 自 由

お 問 い 合 わ せ 　 こ こ ろ り ん く 東 川

　 ☎ 82 ― ２ ６ ６ ６

全 国 行 脚 の 西 村 さ ん 、 本 町 に

　 交 通 安 全 を 訴 え て マ イ カ ー で 全

国 行 脚 を し て い る 十 勝 管 内 清 水 町

の 西 村 亙 （ わ た る ） さ ん （ 87 ） が

９ 月 29 日 、 本 町 を 訪 れ ま し た ＝ 写

真 ＝ 。

　 松 岡 市 郎 町 長 に 自 筆 の 色 紙 を 手

渡 し 交 通 安 全 を 訴 え て い ま し た 。

　 23 年 前 か ら オ ー ト バ イ で 全 国 行

脚 を ス タ ー ト 、 ２ ０ ０ ４ （ 平 成

16 ） 年 に 自 動 車 と の 接 触 事 故 で 右

足 を 太 も も か ら 切 断 す る 重 傷 を 負

い ま し た 。 そ の 後 老 人 ホ ー ム に 入

　 ６ １ ）

道 道 「 瑞 穂 東 川 線 」 は 1
1 月 1
0 日 か

ら 冬 季 通 行 止 め
上 川 総 合 振 興 局

　 道 道 「 瑞 穂 東 川 線 」 （ 通 称 北 ５

線 道 路 ） は 、 ① 11 月 10 日 か ら 来 年

３ 月 ８ 日 ま で 「 北 ５ 線 東 10 号 （ 原

田 宅 地 先 ） ― 奥 ゲ ー ト 」 区 間 、 ②

同 月 同 日 か ら 来 年 ５ 月 17 日 ま で

「 奥 ゲ ー ト 」 か ら 奥 ― が そ れ ぞ れ

冬 期 間 通 行 止 め で す （ 予 定 ） 。

　 お 問 い 合 わ せ は ☎ 26 ― ４ ４ ６ １

（ 事 業 課 ） ま で 。

1
1 月 は 虐 待 防 止 推 進 月 間 で す

上 川 総 合 振 興 局

　 子 供 を 虐 待 か ら 守 る た め の 相 談 、

通 告 を 受 け 付 け て い ま す 。 あ な た

の 気 づ き に よ っ て 大 切 な 命 が 守 ら

れ る か も し れ ま せ ん 。 見 つ け た 時

は 、 勇 気 を 出 し て 最 寄 り の 児 童 相

談 所 、 福 祉 事 務 所 （ 総 合 振 興 局 ） 、

民 生 委 員 、 児 童 委 員 に ご 連 絡 く だ

さ い 。

　 児 童 相 談 所 で は 専 門 の 職 員 が 調

査 、 指 導 を 行 い 、 必 要 な 場 合 は 子

供 を 緊 急 に 保 護 し ま す 。 通 告 者 の

プ ラ イ バ シ ー は 法 律 で 保 護 さ れ ま

す 。

　 旭 川 児 童 相 談 所 は ☎ 23 ― ８ １ ９

５ （ 上 川 総 合 振 興 局 管 内 ） 、 全 国

共 通 の 直 通 ダ イ ヤ ル は ☎ ０ ５ ７ ０

― ０ ６ ４ ― ０ ０ ０

税 務 相 談 を 開 い て い ま す
旭 川 東 税 務 署

　 税 務 署 で は 皆 さ ま の 納 税 に 関 す

る 「 個 別 相 談 」 （ 個 別 照 会 ） を 受

け 付 け て い ま す 。

　 個 別 相 談 は 、 内 容 が 申 告 ま た は

納 税 に 直 結 し 、 複 雑 で 具 体 的 書 類

や 事 実 関 係 を 確 認 す る 必 要 が あ る

な ど の 理 由 か ら 、 電 話 な ど で 相 談

日 時 を 予 約 い た だ く 事 前 予 約 で す 。

　 特 に 資 産 税 （ 相 続 税 、 贈 与 税 、

譲 渡 所 得 ） に 係 る 個 別 相 談 は 、 第

２ 、 第 ４ 金 曜 日 で す （ 指 定 日 が 祝

祭 日 な ど の 場 合 は 、 改 め て 相 談 日

を お 尋 ね く だ さ い ） 。

　 お 問 い 合 わ せ は 旭 川 東 税 務 署 ☎

23 ― ６ ２ ９ １ （ 自 動 音 声 対 応 ）

「 北 海 道 水 資 源 の 保 全 に 関 す る

条 例 」 （ 仮 称 ） 素 案 に 対 す る ご 意

見 募 集
北 海 道 総 合 政 策 部 計 画 推 進 局

　 北 海 道 で は 現 在 、 道 内 の 水 源 周

辺 の 土 地 所 有 者 、 取 引 の 実 態 を 把

握 し 、 適 正 な 土 地 利 用 に 誘 導 し て

い く こ と な ど を 定 め る 「 北 海 道 水

資 源 の 保 全 に 関 す る 条 例 」 （ 仮 称 ）

の 制 定 に 向 け て 検 討 を 進 め て い ま

す 。 条 例 素 案 の 取 り ま と め に 対 す

る ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い 。

　 条 例 素 案 の 募 集 要 領 の 内 容 は 以

下 で ご 覧 い た だ け ま す 。

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/
ksk/mizusigen_pubcome.htm

　 課 （ 東 京 都 千 代 田 区 霞 ヶ 関 ２ ―

　 １ ― ３ ） ☎ 0 3 ― ３ ５ ９ １ ― ６

　 ３ ６ １

国 の 教 育 ロ ー ン を ご 利 用 く だ さ

い

日 本 政 策 金 融 公 庫

　 高 校 、 大 学 等 へ の 入 ・ 進 学 、 在

学 中 に か か る 費 用 を 対 象 に し た 公

的 融 資 制 度 で す 。

ご 融 資 額 　 ３ ０ ０ 万 円 以 内 （ 学 生 、

　 生 徒 1 人 当 た り ）

利 率 　 年 ２ ・ ８ ５ ％ （ 固 定 金 利 、

　 1
0 月 1 日 現 在 ） 、 母 子 家 庭 の 場

　 合 は 年 ２ ・ ４ ５ ％ （ 同 ）

返 済 期 間 　 毎 月 元 利 金 等 返 済 1
5 年

　 以 内 （ ボ ー ナ ス 時 増 額 返 済 可 、

　 交 通 遺 児 家 庭 、 母 子 家 庭 の 場 合

　 は 1
8 年 以 内 ）

用 途 　 入 学 金 、 授 業 料 、 教 科 書 代 、

　 ア パ ー ト ・ マ ン シ ョ ン 入 居 時 の

　 敷 金 、 家 賃 な ど

お 問 い 合 わ せ 　 教 育 ロ ー ン コ ー ル

　 セ ン タ ー ☎ ０ ５ ７ ０ ― ０ ０ ８ ６

　 ５ ６ （ ナ ビ ダ イ ヤ ル ） 、 ま た は

　 ☎ ０ ３ ― ５ ３ ２ １ ― ８ ６ ５ ６
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社 協 だ よ り

　

温 か い 善 意 あ り が と う

ご ざ い ま す

　 ９ 月 16 日 か ら 10 月 15 日 ま

で に 社 会 福 祉 事 業 に ご 寄 付

い た だ き ま し た 方 は 次 の と

お り で す 。

《 ご 香 典 の 返 礼 に か え て 》

西 町 ３ 丁 目 　 　 糸 川 　 裕 子 様

北 町 ２ 丁 目 　 　 宮 城 ア ヤ 子 様

1
7 区 西 町 　 　 　 千 葉 　 君 枝 様

今 月 の く ら し の 相 談 日

　 毎 月 第 ３ 木 曜 日 午 後 １ 時

半 か ら 同 ４ 時 ま で 社 協 相 談

室 で す 。 今 月 の 相 談 日 と 相

談 員 は 次 の と お り で す 。

11 月 17 日 　 山 口 佐 知 子

０
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月
24
日
㈯
 午
前
10
時
半
～
同
11
時
半

ば
し
ょ
：
文
化
交
流
館
絵
本
ル
ー
ム

お
問
い
合
わ
せ

「
お
は
なし
の
会
ピッ
ピ
」三
上
さ
ん
 ☎
82
－
28
09

絵
本
を
通
し
て
、
ひ
と
足
早
く
ク
リ
ス
マ
ス
な
気
分
を
す
ご
し
ま

せ
ん
か
。
簡
単
工
作
は
、
フ
ェ
ル
ト
で
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト

作
り
を
し
ま
す
。（
申
し
込
み
不
要
、
会
費
は
あ
り
ま
せ
ん
）

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

募
集
団
地

場
　
所

戸
数
･家
賃

建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

そ
　
の
　
他

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

１
．
入
居
申
込
書

２
．
住
宅
等
状
況
申
告
書

３
．
所
得
の
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
（
所
得
証
明
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

４
．
地
方
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
23
年
１
月
１
日
現
在
町
内
に
住
所
が
あ
っ
た
方
は
同
意
書
で
可
）

５
．
世
帯
全
員
分
の
住
民
票
（
町
外
の
方
の
み
）
※
本
籍
地
の
表
示
は
不
要

６
．
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

７
．
印
鑑

※
下
線
の
つ
い
て
い
る
書
類
は
定
住
促
進
課
住
ま
い
室
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
３
、
４
の
書
類
は
、
入
居
予
定
者
の
中
で
所
得
の
あ
る
方
全
員
分
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

募
集
戸
数

お
申
し
込
み
に

必
要
な
も
の

11
月
1日
（
火
）
～
11
日
（
金
）

受
付
場
所

定
住
促
進
課
住
ま
い
室

6戸

●
公
営
住
宅

入 居 資 格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
す
る
方
、
本
町
に
居
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

１
．
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
中
の
方
な
ど
も
含
む
）
が
い
る
方

  ①
②
北
団
地
A3
、
A5
は
原
則
4人
以
上

  ③
④
⑤
西
8号
団
地
A3
は
原
則
4人
以
上

  ⑥
清
流
東
団
地
A1
は
原
則
4人
以
上

２
．
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
方

３
．
世
帯
の
収
入
金
額
が
月
額
15
万
8千
円
以
下

  ※
た
だ
し
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
基
準
額
が
21
万
4千
円
ま
で
引
き
上
が
り
ま
す

  ・
19
56
（
昭
和
31
）
年
4月
1日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
か
つ
同
居
者
の
い
ず
れ
も
が
同
年
4月
1日
以
前
生
ま
れ
ま
た
は
18
歳
未
満
の
方
が
い
る
場
合

  ・
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
方
が
い
る
場
合

  ・
身
体
障
が
い
等
級
1級
か
ら
4級
ま
で
の
方
が
い
る
場
合

  ・
精
神
障
が
い
等
級
1級
か
ら
2級
ま
で
の
方
が
い
る
場
合
、
知
的
障
が
い
（
精
神
障
が
い
の
程
度
に
相
当
）
の
方
が
い
る
場
合

  ・
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
者
の
方
な
ど
が
い
る
場
合

定
住
促
進
課

そ
の

他

選
考
方
法

入
居
期
限

敷
金

連
帯
保
証
人

お
問
い
合
わ
せ

入
居
申
込
者
ま
た
は
同
居
の
親
族
が「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」第
２
条
第
６

号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
入
居
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

公
営
住
宅
等
入
居
者
選
考
委
員
会
を
開
催
し
、入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

11
月
末
日（
期
限
内
入
居
が
要
件
）

家
賃
の
３
カ
月
分

入
居
者
と
同
程
度
以
上
の
所
得
金
額
の
あ
る
方
２
人（
連
帯
保
証
人
２
人
が
い
な
い
場
合
は
入
居
取
り
消
し
）

住
ま
い
室
☎
８２

-２１
１１
（
内
線
11

7）

・
1戸
（
2階
）

・
25

,1
00
円
～

　
　
66

,5
00
円

・
平
成
6年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
2階
建
て

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
）

・
物
置
付
き
、
駐
車
場
1台

・
ペ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

北
団
地
A
5

3L
D
K
（
76
.6
㎡
）

北
町
3丁
目
11
番

②

・
1戸
（
2階
）

・
22

,4
00
円
～

　
　
58

,8
00
円

・
平
成
4年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
2階
建
て

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
）

・
物
置
付
き
、
駐
車
場
1台

・
ペ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

北
団
地
A
3

3L
D
K
（
70
.1
㎡
）

北
町
3丁
目
11
番

①

・
1戸
（
3階
）

・
20

,0
00
円
～

　
　
43

,5
00
円

・
昭
和
63
年

・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
造
3階
建
て

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
）

・
物
置
付
き
、
駐
車
場
1台

・
ペ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

西
8号
団
地
A
3

3L
D
K
（
71
.3
㎡
）

西
町
8丁
目
4番

④

・
1戸
（
１
階
）

・
19

,8
00
円
～

　
　
43

,2
00
円

・
昭
和
63
年

・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
造
3階
建
て

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
）

・
物
置
付
き
、
駐
車
場
1台

・
ペ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

西
8号
団
地
A
3

3L
D
K
（
70
.6
㎡
）

西
町
8丁
目
4番

③

・
1戸
（
1階
）

・
19

,6
00
円
～

　
　
49

,7
00
円

・
昭
和
59
年

・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
造
2階
建
て

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
）

・
物
置
付
き
、
駐
車
場
1台

・
ペ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

清
流
東
団
地
A
1

3L
D
K
（
66
.5
㎡
）

西
町
1丁
目
19
番

⑥

・
1戸
（
3階
）

・
20

,0
00
円
～

　
　
43

,5
00
円

・
昭
和
63
年

・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
造
3階
建
て

・
浴
室
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
）

・
物
置
付
き
、
駐
車
場
1台

・
ペ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

西
8号
団
地
A
3

3L
D
K
（
71
.3
㎡
）

西
町
8丁
目
4番

⑤

・
調
理
器
、
暖
房
機
は
各
自
用
意

・
家
賃
の
他
、
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ

　
ン
プ
電
気
代
が
か
か
り
ま
す

・
調
理
器
、
暖
房
機
は
各
自
用
意

・
家
賃
の
他
、
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ

　
ン
プ
電
気
代
が
か
か
り
ま
す

・
調
理
器
、
暖
房
機
は
各
自
用
意

・
家
賃
の
他
、
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ

　
ン
プ
電
気
代
が
か
か
り
ま
す

・
調
理
器
、
暖
房
機
は
各
自
用
意

・
家
賃
の
他
、
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ

　
ン
プ
電
気
代
が
か
か
り
ま
す

・
調
理
器
、
暖
房
機
、
照
明
器
具
は
各
自
用
意

・
家
賃
の
他
、
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ

　
ン
プ
電
気
代
が
か
か
り
ま
す

・
調
理
器
、
暖
房
機
は
各
自
用
意

・
家
賃
の
他
、
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ

　
ン
プ
電
気
代
が
か
か
り
ま
す

各
種
大
会
成
績

【
剣
道
】

◆
第
65
回
旭
川
地
区
体
育
の
日
記
念
剣
道
大
会（

10
月
10
日
・
旭
川
市
総
合
体
育
館
）

〔
団
体
戦
〕

▼
小
学
生
高
学
年
の
部
　①
東
川
剣
龍
会（
久
保
田

和
弥
、林
弘
汰
、照
井
杜
稀
矛
、高
橋
優
大
）②
東
川

錬
成
館（
木
村
友
紀
、杉
山
太
一
、七
尾
芳
昌
、今
村

侑
年
、長
谷
部
光
紀
）

▼
中
学
男
子
の
部
　③
東
川
中（
渡
辺
翔
太
、小
浜
空
、

中
内
直
人
、宇
山
知
希
）

▼
同
女
子
の
部
　②
東
川
剣
龍
会（
小
林
み
の
り
、照
井

瑚
佑
覇
）

◆
第
16
回
全
道
少
年
剣
道
錬
成
大
会（

10
月
９
日
・
帯

広
市
総
合
体
育
館
）

〔
団
体
戦
〕

▼
中
学
女
子
　①
東
川
剣
龍
会（
小
林
み
の
り
、照
井

瑚
佑
覇
、伊
東
麻
里
絵（
旭
川
西
神
楽
中
））

◆
第
58
回
西
部
北
海
道
剣
道
優
勝
大
会（
９
月
11
日
・

留
萌
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

〔
団
体
戦
〕

▼
中
学
女
子
　③
東
川
剣
龍
会（
小
林
み
の
り
、照
井

瑚
佑
覇
、伊
東
麻
里
絵（
旭
川
西
神
楽
中
））

【
ミ
ニ
バ
レ
ー
】

◆
第
23
回
北
海
道
新
聞
社
杯
道
北
大
会（

10
月
２
日

・
旭
川
市
忠
和
公
園
体
育
館
）

〔
女
子
〕

▼
40
歳
以
上
　②
東
川
Ａ
Ｍ
金
木
犀

【
水
泳
】

◆
第
26
回
ふ
ら
の
カ
ッ
プ
富
良
野
年
齢
別
水
泳
競
技

大
会（

10
月
9日
・
富
良
野
市
中
心
街
活
性
化
セ
ン
タ

ー「
ふ
ら
っ
と
」）

◇
個
人
メド
レ
ー

▼
男
子
10

0㍍
（
９
～
10
歳
）　
③
鷲
見
圭
飛（
東
川

町
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
＝
以
下
同
）

▼
同
20

0㍍
（
11
～
12
歳
）　
②
三
上
航
大

◇
バ
タ
フ
ラ
イ

▼
男
子
50
㍍（
９
～
10
歳
）　
②
鷲
見
圭
飛

▼
同
25
㍍（

11
～
12
歳
）　
①
三
上
航
大

▼
女
子
25
㍍（
８
歳
以
下
）　
①
米
澤
明
希

▼
同
同（
９
～
10
歳
）　
①
大
和
田
愛
莉

◇
平
泳
ぎ

▼
男
子
10

0㍍
（
９
～
10
歳
）　
③
山
崎
悠
人

▼
同
25
㍍（

11
～
12
歳
）　
②
中
田
有
哉

◇
背
泳
ぎ

▼
男
子
50
㍍（

11
～
12
歳
）　
①
三
上
航
大

▼
女
子
25
㍍（
９
～
10
歳
）　
③
大
和
田
愛
莉

◇
メド
レ
ー
リレ
ー

▼
男
子
10

0㍍
（
９
～
10
歳
）　
③
紺
野
、三
上
大
、鷲

見
圭
、佐
藤

▼
同
20

0㍍
（
11
～
12
歳
）　
①
中
田
有
、三
上
航
、

武
田
、山
崎

◇
自
由
形

▼
女
子
25
㍍（
８
歳
以
下
）　
①
高
橋
愛
海

▼
男
子
同（

11
～
12
歳
）　
②
中
田
有
哉

▼
同
50
㍍（
同
）　
①
武
田
好
生

◇
フ
リ
ー
リレ
ー

▼
女
子
10

0㍍
（
８
歳
以
下
）　
②
高
橋
愛
、高
橋
沙
、

福
積
、鷲
見
莉

▼
男
子
20

0㍍
（
11
～
12
歳
）　
①
武
田
、中
田
有
、

山
崎
、三
上
航

◆
第
8回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
水
泳
交
流
大
会

（
9月

19
日
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
健
康
プ
ー
ル「
ス
テ
ア
」）

◇
個
人
メド
レ
ー

▼
男
子
10

0㍍
（
小
学
６
年
）　
②
三
上
航
大（
東
川
町

水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
＝
以
下
同
）

◇
自
由
形

▼
女
子
25
㍍（
小
学
２
年
以
下
）　
③
高
橋
愛
海

▼
同
同（
小
学
４
年
生
）　
①
吉
田
ゆ
り
か

▼
男
子
同（
同
）　
②
紺
野
碧
依

◇
背
泳
ぎ

▼
女
子
25
㍍（
小
学
２
年
以
下
）　
①
菊
地
那
月

◇
平
泳
ぎ

▼
男
子
25
㍍（
小
学
4年
）①
鷲
見
圭
飛
②
三
上
大
晴

▼
同
50
㍍（
同
）　
③
三
上
大
晴

▼
同
同（
小
学
５
年
）　
②
山
崎
悠
人

▼
同
同（
小
学
６
年
）　
②
三
上
航
大

▼
同
10

0㍍
（
小
学
４
年
）　
②
三
上
大
晴

◇
バ
タ
フ
ラ
イ

▼
男
子
25
㍍（
小
学
４
年
）　
①
紺
野
碧
依

▼
同
10

0㍍
（
小
学
６
年
）　
①
三
上
航
大

◇
背
泳
ぎ

▼
男
子
50
㍍（
小
学
４
年
）　
③
紺
野
碧
依

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

◆
第
31
回
道
新
カ
ッ
プ
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
道
北

ブ
ロ
ッ
ク
旭
川
予
選
会（
９
月
24
日
・
比
布
体
育
館
）

〔
女
子
〕

▼
準
決
勝
　

永
山
南
２－
０
ひ
が
し
か
わ
ジ
ュ
ニ
ア

▼
道
北
代
表
第
３シ
ー
ド
決
定
戦

ひ
が
し
か
わ
ジ
ュ
ニ
ア
２－
１
神
楽
岡
ジ
ュ
ニ
ア

【
軟
式
野
球
】

◆
旭
川
軟
式
野
球
連
盟
少
年
部
南
支
部
秋
季
大
会

（
9月

19
、2
3日
・
東
川
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▼
決
勝

千
代
田
８－
３
東
川
大
雪

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

◆
第
１６
回
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
杯
高
校
大
会（

9月
１７
日
・
市
総

合
体
育
館
）

〔
女
子
〕

▼
ダ
ブ
ル
ス２
部
　③
市
川
愛
子
・
山
﨑
菜
巳（
東
川
）

19
18

Hi
ga

sh
ik

aw
a 

 2
01

1 
 N

ov
em

be
r

H
ig

as
hi

ka
w

a 
 2

01
1 

 N
ov

em
be

r



あ 

の 

日 

の 

自 

分

　

「
子
育
て
す
る
と
、
昔
の
自

分
に
ま
た
会
え
る
」
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

長
男
、
５
歳
５
カ
月
。

　

先
日
、
親
戚
が
集
ま
り
ま
し

た
。
中
学
生
の
お
兄
さ
ん
と
遊

ぶ
息
子
。
何
や
ら
話
を
し
て
い

る
声
が
耳
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
お
父
さ
ん
な
ん
か
ね
、
お

仕
事
あ
る
時
、
夜
の
一
時
ま
で

起
き
て
る
ん
だ
よ
」
「
お
父
さ

ん
な
ん
か
ね
、
ジ
ャ
ン
プ
し
た

ら
天
井
に
届
く
ん
だ
よ
」
。

　

自
慢
げ
に
話
す
息
子
を
見
て
、

少
し
恥
ず
か
し
く
、
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
る
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

私
が
５
、
６
歳
の
こ
ろ
、
地

元
で
は
、
夏
に
仮
装
盆
踊
り
が

行
わ
れ
、
大
人
も
子
ど
も
も
景

品
目
当
て
に
参
加
す
る
の
が
常

で
し
た
。

　

大
人
の
部
、
北
海
盆
唄
に
合

わ
せ
て
、
仮
装
し
た
青
年
部
の

大
人
が
並
ん
で
出
て
き
ま
す
。

　

「
お
と
う
さ
ー
ん
！
」
。

　

私
は
列
で
だ
れ
よ
り
も
背
の

高
い
人
に
手
を
振
り
ま
し
た
。

　

が
、
よ
く
見
る
と
違
う
人
。

父
は
一
番
大
き
な
存
在
。
だ
か

ら
だ
れ
よ
り
も
大
き
い
と
思
い

込
み
、
そ
れ
が
私
の
自
慢
で
し

た
。

　

だ
か
ら
そ
の
時
は
、
実

際
に
は
さ
ほ
ど
背

が
高
く
な
か
っ

た
父
に
シ
ョ

ッ
ク
を
受

け
ま
し
た

が
、
何
で

も
出
来
る

父
は
、
そ
の

後
も
私
に
と
っ

て
大
き
な
存
在
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

父
親
を
自
慢
す
る
息
子
。
あ

の
日
の
自
分
に
会
え
た
瞬
間
で

し
た
。

　

長
女
、
１
歳
７
カ
月
。

　

兄
と
い
う
お
手
本
が
目
の
前

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
の

で
、
何
で
も
真
似
を
し
ま
す
。

　

本
を
読
め
ば
、
隣
で
絵
本
を

開
き
、
鼻
を
か
め
ば
、
出
な
い

鼻
を
か
み
、
服
を
脱
げ
ば
、
服

を
め
く
る
。
「
ど
う
し
て
こ
ん

な
に
真
似
す
る
の
？
」
と
妻
は

よ
く
そ
う
言
い
ま
す
。

　

私
に
は
２
つ
上
の
兄
が

い
ま
す
。
目
の
前

で
兄
が
や
っ

て
い
る
こ
と

は
「
や
っ

て
み
た
い
、

出
来
る
」

と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　

兄
が
保
育

園
へ
行
け
ば
、

「
僕
も
行
く
」
と
毎
朝

泣
き
、
兄
が
キ
ン
肉
マ
ン
の
絵

を
描
け
ば
、
広
告
の
裏
に
真
似

し
て
描
き
、
そ
の
後
も
、
野
球
、

音
楽
、
格
闘
技
…
思
い
返
す
と

真
似
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
は
随

分
あ
り
ま
す
。

　

思
う
よ
う
に
い
か
ず
騒
い
で

い
る
娘
を
み
て
い
る
と
、
兄
と

同
じ
に
出
来
ず
泣
い
た
、
あ
の

日
の
自
分
と
重
な
り
ま
す
。

　

共
働
き
の
わ
が
家
は
、
家
事

も
育
児
も
半
分
ず
つ
、
と
は
到

底
い
か
ず
、
申
し
訳
な
い
と
思

い
な
が
ら
も
妻
の
負
担
が
多
い

の
が
現
状
。
「
子
育
て
し
て
ま

す
！
」
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る

ほ
ど
、
そ
ん
な
大
層
な
も
の
で

は
な
く
、
笑
っ
た
り
、
怒
っ
た

り
、
怒
ら
れ
た
り
の
毎
日
で
す
。

　

野
球
と
迷
路
が
好
き
な
長
男
、

お
し
ゃ
べ
り
が
上
手
に
な
っ
て

き
た
長
女
。
二
人
は
す
で
に
そ

れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
き
始
め
て
い

ま
す
。
今
は
ド
タ
バ
タ
の
毎
日

で
す
が
、
時
に
大
き
く
、
時
に

身
近
な
存
在
と
し
て
「
お
父
さ

ん
も
実
は
ね
…
」
と
話
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
、
こ

れ
か
ら
も
出
会
う
で
あ
ろ
う
、

あ
の
日
の
自
分
を
楽
し
み
に
し

な
が
ら
。

あ 

の 

日 

の 

自 

分

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル

…
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保健だより
for Healthy Life

　

「
夜
遅
く
食
べ
る
と
太
る
」
っ
て
本
当

で
し
ょ
う
か
。
最
近
は
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で

肥
満
の
原
因
が
分
か
っ
て
お
り
、
３
つ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

１
つ
は
、
夜
は
活
動
量
が
少
な
く
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
が
低
い
の
で
、
食
べ
た
も

の
が
脂
肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
や
す
い
こ
と
。

２
つ
目
は
、
夜
間
の
「
食
事
誘
導
性
産
生
」

が
昼
間
に
比
べ
て
低
い
こ
と
。

　

「
食
事
誘
導
性
産
生
」
と
は
、
食
事
を

し
た
時
に
消
化
、
吸
収
に
よ
っ
て
体
が
熱

を
発
散
し
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ

と
で
す
。
食
べ
る
と
体
が
温
ま
っ
た
り
、

汗
を
か
い
た
り
す
る
の
は
こ
の
働
き
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

朝
最
も
高
く
、
夕
方
か
ら
徐
々
に
減
っ

て
夜
中
に
最
も
低
く
な
り
ま
す
。
夜
は
朝

食
と
同
じ
量
を
と
っ
て
も
消
費
さ
れ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
が
少
な
い
分
、
太
り
や
す
く

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、
体
内
時
計
を
調
節
す
る
機

能
の
あ
る
た
ん
ぱ
く
質
「
Ｂ
М
Ａ
Ｌ
‐
１
」

の
存
在
。

　

体
内
時
計
の
調
節
、
脂
肪
を
作
っ
て
溜

め
込
む
酵
素
を
増
や
し
、
脂
肪
を
溜
め
込

ま
せ
る
司
令
塔
の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

　

午
後
３
時
ご
ろ
一
番
少
な
く
、
午
後
10

時
か
ら
未
明
の
午
前
２
時
ご
ろ
に
最
も
多

く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
夜

遅
い
食
事
は
脂
肪
を
溜
め
込
む
指
令
が
最

大
と
な
り
、
食
べ
た
も
の
が
蓄
積
さ
れ
や

す
い
た
め
太
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。

「
規
則
正
し
い
食
事
」で
体
内
リ
ズ

ム
を
整
え
よ
う

　

食
事
、
睡
眠
、
運
動
は
お
互
い
に
密
接

な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
夜
遅
く
夕
食
を
摂

る
と
『
夜
更
か
し
⇩
睡
眠
不
足
⇩
朝
起
き

ら
れ
な
い
⇩
朝
ご
は
ん
を
抜
く
』
と
連
鎖

し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
結
果
「
夜
更
か
し
朝
寝
坊
」
の
悪

循
環
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
ま
す
ま
す
『
遅

い
夕
食
⇩
夜
更
か
し
⇩
睡
眠
不
足
⇩
朝
起

き
ら
れ
な
い
⇩
朝
食
抜
き
』
が
習
慣
化
し

て
自
ら
肥
満
の
原
因
を
作
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

肥
満
解
消
に
は
、
夜
更
か
し
を
正
し
朝

す
っ
き
り
と
起
き
、
き
ち
ん
と
朝
食
を
摂

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

「
朝
の
光
」
と
「
朝
食
」
は
、
体
内
時

計
の
１
日
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
た
め
に
重
要

な
役
割
を
持
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に

大
事
な
要
素
が

「
規
則
正
し
い
食

事
」
で
す
。

　

中
で
も
朝
食
は

体
内
時
計
を
リ
セ

ッ
ト
す
る
働
き
が

大
き
い
要
素
で
す
。

直
前
の
食
事
と
の

時
間
の
間
隔
が
長

い
食
事
ほ
ど
体
内

時
計
を
調
整
す
る

力
が
大
き
く
、
食
事
と
食
事
の
間
が
最
も

長
い
の
が
本
来
は
朝
食
だ
か
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
夜
遅
い
食
事
が
続
く
と
体

内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

ず
れ
、
体
内
リ
ズ
ム
が
狂
っ
て
肥
満
に
つ

な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

加
え
て
食
べ
た
も
の
が
消
化
し
な
い
う

ち
に
寝
る
と
、
睡
眠
中
も
消
化
器
官
が
働

い
て
い
る
た
め
眠
り
が
浅
く
な
り
、
翌
朝

胃
が
も
た
れ
て
朝
食
を
摂
れ
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。

　

夕
食
時
間
が
遅
く
な
る
よ
う
な
ら
、
消

化
の
よ
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
特
に

注
意
し
た
い
の
は
「
脂
肪
分
」
。
脂
肪
の

多
い
食
事
は
カ
ロ
リ
ー
が
高
い
だ
け
で
な

く
、
消
化
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、

睡
眠
の
質
に
も
悪
影
響
し
ま
す
。

　

食
事
の
内
容
と
並
ん
で
気
を
つ
け
た
い

の
が
「
食
べ
方
」
。
食
事
と
食
事
の
間
隔

が
長
時
間
空
く
と
、
そ
の

分
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
に
取

り
込
も
う
と
す
る
「
絶
食

効
果
」
が
強
く
な
り
、
ま

す
ま
す
太
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
夕
食
が
い
つ
も
遅

く
な
る
人
は
食
事
の
間
隔

が
あ
き
過
ぎ
な
い
よ
う
に

少
量
ず
つ
「
分
食
」
す
る

こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

夕
食
の
時
間
が
あ
ま
り

に
遅
く
な
る
場
合
は
、
思

い
切
っ
て
夕
食
を
控
え
て

寝
て
し
ま
い
、
翌
朝
早
く
起
き
て
朝
食
を

し
っ
か
り
摂
る
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

体
内
リ
ズ
ム
を
正
し
く
修
復
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

肥
満
は
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
秋
の
夜
長
、つ
い
つ
い
お
い
し
い
秋
の
味
覚

に
手
を
伸
ば
し
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
で
も
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！　

夜
ふ
け
に
食
べ
る
影
響
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

子育てチャンネル子育てチャンネル
太
る
原
因
３
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

「
夜
遅
く
食
べ
る
と
太
る
」っ
て
本
当
で
す
か
？

太
る
原
因
３
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

「
夜
遅
く
食
べ
る
と
太
る
」っ
て
本
当
で
す
か
？
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/
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11月 November

保健カレンダー
お問い合わせ／保健福祉課保健指導室 ☎82－2111

【11月分】

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター ☎82－5100

＜親子遊び体験教室＞
 4日㈮テーマ「運動会　制作」……………10:00～11:30
18日㈮テーマ「落ち葉　制作」……………10:00～11:30

＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレイルーム開放…9:00～12:00
1、2、7、8、9、14、15、16、21、22、28、29、30日
●29日㈫午後開放  対象年齢0～1歳児  13:00～15:00
※会場は幼児センターです！

※会場は２歳ふれあいルーム以外は保健福祉センターです
※ノルディック・ウォーキングは農村環境改善センターです

【12月分】

4日㈮
　　　
8日㈫

14日㈪
15日㈫
17日㈭

18日㈮

19日㈯

2日㈮
8日㈭

15日㈭
16日㈮

ごっくん教室
乳幼児健診 13：15～（通知者以外は14：30～）
・9日㈬旭川厚生病院特定健診、がん検診
　
児童相談所巡回相談
栄養教室
２歳ふれあいルーム
　（子育て支援センター）
旭川がん検診センター送迎検診

ノルディック・ウォーキング教室

13：00～14：00

10：00～13：00

　9：30～12：00

　7：50（集合）　 
9：30～12：00

もぐもぐ教室、乳幼児健診　
移動献血車来庁
栄養教室
じっくり子育て相談

＜共生サロンここりん＞
お問い合わせ　
ＮＰＯ法人こころりんく東川 （東町１丁目）☎82‐2666

その他、まちの教室などを予定。詳しくはお問い合わせく
ださい。（予定変更になる場合があります）

5日㈯

9日㈬
11日㈮
14日㈪

16日㈬
22日㈫
25日㈮
30日㈬

ここりん地域福祉フォーラム（詳細中記事）

メンター相談日
健康体操教室
リコーダーアンサンブル「イコロ」演奏会

おとなり会（茶話会）＝参加自由
ここりん研修会
健康体操教室
メンター相談日

13:00～16:00
10:00～15:00
10:00～11:00

12:30～
14:00～15:00
10:00～11:30
10:00～11:00
10:00～15:00

おいしい手料理

【タラちり風レンジ蒸し】
　旬のタラを材料に使って、レンジで簡単、手早く
できるちり風蒸し料理です。

＜材料＞（４人分）
●タラ（切り身）…４切れ
●だし昆布…４枚（長さ約３㎝）
●キノコのえのきとしめじ…各１/２パック（石づきを取っ
　て４人分に分ける）
●水菜または春菊…１株（４㎝くらいに切りそろえ、４人
　分に分ける）
●塩…少々
●日本酒…大さじ２（各１人分）
●ポン酢…適量

＜作り方＞
①耐熱容器を４つ用意し、昆布とタラを重ねて盛り付け、塩
　を振る。
②えのき、しめじ、水菜を添えるように盛り、日本酒を振っ
　てラップをする。
③電子レンジ（600ワット）で３、４分間加熱し、完全に火
　が通ったら完成。最後にポン酢をかけてどうぞ。

笹寿司料理人　西田学さん

【食べて健康・豆知識】
　これからの季節、おいしくなるタラは、たんぱく質、脂質はそれ
ほど多くないのですが、グルタミン酸、イノシン酸が豊富なので、
淡白ながら大変おいしい魚です。また低カロリーでヘルシー。どん
な食材とも合います。タラ100ｇ中のカロリーは、80㎉です。

（保健福祉課栄養士　中村弘美）


